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要約：本ガイドラインは，それまで日本集中治療医学会規格・安全対策委員会（当時）で進行
中であった作業を引き継ぐ形で，2013年3月に発足したJ-PADガイドライン作成委員会が作
成した，集中治療室における成人重症患者に対する痛み・不穏・せん妄管理のための臨床ガ
イドラインである。その作成方法は米国で作成された「2013�PAD�guidelines」に準じているが，
内容は「2013�PAD�guidelines」以降の文献の検討をも加えたばかりでなく，人工呼吸管理中以
外の患者に対する対応や身体抑制の問題なども含み，さらに，重症患者に対するリハビリテー
ションに関する内容を独立させて詳述するなど，わが国独自のものも多い。わが国の集中治
療領域の臨床現場で，本ガイドラインが適切に活用され，患者アウトカムの改善に寄与する
ことが期待される。
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はじめに

2002年に公表された米国集中治療医学会（Society�
of�Critical�Care�Medicine）の成人重症患者に対する鎮
痛・鎮静薬の使用に関する臨床ガイドライン1)が，

「Clinical�practice�guidelines� for� the�management�of�
pain,�agitation,�and�delirium�in�adult�patients� in�the�
intensive� care� unit」と題して10年ぶりに改訂され
た2) 。

旧版のガイドラインはそのタイトルが示す通り，薬
剤の使用に関する記述が中心であったのに対し，新た
なガイドラインは痛み・不穏・せん妄の病態管理を目
的とした内容となって生まれ変わっており，それぞれ
の頭文字（Pain，Agitation，Delirium）から「2013�
PAD� guidelines」という略称で呼ばれている3) 。「鎮

痛・鎮静」という日本語は語呂がよいせいか，わが国
ではこれまでしばしば用いられてきているが，海外で
はこれに加えて「せん妄管理」も重要視されており，す
でに「How�to�use�analgesics�and�sedatives」ではなく

「Management� of� PAD」がキーワードとなっている。
その背景には，旧版のガイドライン公表以降，人工呼
吸管理中の患者の痛みや鎮静深度を評価するツールと
合わせて，非精神科医でも容易に導入可能なせん妄評
価ツールが種々開発され，その有用性や妥当性が示さ
れてきたことによる，痛み・不穏・せん妄の総合的評
価における進歩，せん妄対策の重要性の再評価，新し
い鎮静薬の登場などがある。われわれ医療者側がまず
考えるべきは，「重症患者をいかにうまく眠らせるか」
ではなく，「重症患者の痛み・不穏・せん妄をいかに
うまく管理するか」でなければならない時代になった



日集中医誌　J Jpn Soc Intensive Care Med　Vol. 21 No. 5

－540－

と言える。患者管理で重要なのは医療者側の思い込み
ではなく，患者自身の訴えである。そのためには患者
と密接にコミュニケーションをとり，痛みや不安をき
め細かく評価することが必要であり，このことが，「患
者中心（patient�centered）」という考え方につながる。

日本集中治療医学会では，2009年に集中治療専門
医研修施設に対するアンケート調査を行い，わが国の
ICUにおける鎮痛・鎮静の実情と問題点を明らかにし
た上で，わが国の実情に即したガイドライン作成を喫
緊の課題として報告した4) 。この報告によれば，気管
挿管・気管切開下の人工呼吸管理中の患者の35〜
38％で鎮痛薬の投与がなく，鎮痛の評価に関しては69
〜72％で妥当性が証明されているツールが使用され
ておらず，さらに19〜20％では鎮痛の評価自体が行
われていなかった。鎮静に関しては，16〜28％で鎮
静薬の投与がなく，鎮静深度の評価も25〜26％でい
まだにRamsay� scaleが使用され，10〜12％では鎮静
深度評価自体が行われていなかった。また，1日1回
の持続鎮静の中断は11〜18％にとどまり，鎮静薬の
減量調整も6〜12％で行われていたに過ぎなかった。
この鎮痛・鎮静に関するこれらの傾向は，非侵襲的陽
圧換気法（noninvasive� positive� pressure� ventilation,�
NPPV）や自発呼吸患者ではさらに顕著となり，鎮痛・
鎮静深度の評価が行われている割合は大きく低下して
いる。せん妄評価に関しては，わずかにConfusion�
Assessment�Method� for� the� Intensive� Care�Unit

（CAM-ICU）が人工呼吸患者の2〜3％で用いられて
いるに過ぎなかった。数年前の調査とはいえ，わが国
では鎮痛・鎮静・せん妄評価のルーチン化は，集中治
療専門医研修施設においてすらまだまだ立ち後れてい
ると言わざるを得ない現状である。
「2013� PAD� guidelines」には，今後世界の潮流とな

るであろう重要な事項が随所に盛り込まれている。し
かし，ICUの運営形態や看護体制，職種間協力，全体
の医療制度などが米国とは異なるわが国においては，

「2013� PAD� guidelines」のすべてをそのまま当てはめ
ることができるかどうかは疑問であり，十分な検討が
必要と感じる項目も多い。また，「2013� PAD� guide-
lines」が検索対象期限とした2010年12月以降も，この
領域における新たな知見が続々と報告されている。た
とえば，コミュニケーション（self-report）可能な患者
での痛み評価の際のツールとしては，behavioral� pain�
scale（BPS）は相応しくなく，numeric� rating� scale

（NRS）が最も適しているとする報告5)の一方で，ベン
ゾジアゼピン系鎮静薬の評価についてはいまだに激論
が続いており6)〜9)，明確な結論は出ていないと言わざ

るを得ない。日本集中治療医学会が，「2013� PAD�
guidelines」の流れを受けつつも，あえて（日本語訳で
はなく）日本版のガイドライン作成作業を開始した所
以であり，「Japanese�PAD�（J-PAD）ガイドライン」と
名付けている所以でもある。

J-PADガイドライン作成委員会は，それまで日本集
中治療医学会規格・安全対策委員会（当時）で進行中
であった作業を，2013年3月に引き継ぐ形で発足し
た。本ガイドラインは，J-PADガイドライン作成委員
会が作成した，集中治療室における成人重症患者に対
する痛み・不穏・せん妄管理のための臨床ガイドライ
ンである。本ガイドラインの目的は，重症患者管理に
携わるわが国のすべての医療者が，患者の痛み，不穏，
せん妄をより総合的に管理できるよう支援することで
あり，その作成方法は「2013� PAD� guidelines」に準じ
ているが，内容は「2013� PAD� guidelines」以降の文献
の検討をも加えたばかりでなく，人工呼吸管理中以外
の患者に対する対応や身体抑制の問題なども含み，さ
らに，重症患者に対するリハビリテーションに関する
内容を独立させて詳述するなど，わが国独自のものも
多い。わが国の集中治療領域の臨床現場で，本ガイド
ラインが適切に活用され，患者アウトカムの改善に寄
与することが期待される。

ガイドライン作成方法

担当領域ごとにワーキンググループを構成し，臨床
現場で直面する疑問（clinical� question，CQ）およびア
ウトカムを提示し，客観的にエビデンスを抽出すべく
文献を検索，収集，評価し，「2013�PAD�guidelines」に
準じて草案作成を行った。文献検索は，英文について
は「2013�PAD�guidelines」の検索対象に2014年2月ま
でに公表されたものを加え，日本語文献については
1996年〜2013年2月までとした。患者対象は，集中
治療室における成人重症患者とし，人工呼吸管理中以
外の患者も対象とした。

わが国の臨床現場でのエビデンスの質および推奨強
度の格付けは，the�Grading� of� Recommendations,�
Assessment,�Development�and�Evaluation（GRADE）
分類を採用した「2013� PAD� guidelines」に準じて行
い，わが国の実情に合わせて決定した。特に，わが国
においてはエビデンスが間接的であると判断された場
合は，ダウングレードとした（Table� 1）。実行可能な
項目については推奨度を強い（1）または弱い（2）のど
ちらかに評価し，その介入方法が肯定的な場合は

（＋），否定的な場合は（－）を附記した（Table� 2）。エ
ビデンスがない場合や，委員会で合意形成に至らな
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Table 1　エビデンスの質に影響する因子

エビデンスレベル エビデンスの質 エビデンスのタイプ 定義

A 高い 質の高いRCT 推定される効果への確信は，今後研究が行われ
てもおそらく変わらない。

B 中等度 重大な欠点のあるRCT（ダウン
グレード），または質の高いOS

（アップグレード）

今後の研究が，推定される効果への確信に重大
な影響を及ぼす可能性があり，推定が変わるか
もしれない。

C 低い OS 今後の研究が，推定される効果への確信に重大
な影響を及ぼす可能性が非常に高く，推定が変
わる可能性がある。

RCT：無作為比較試験，OS：観察研究。
重大な欠点のあるRCT：1）研究デザインに欠点がある，2）結果が一貫していない，3）エビデンスが間接的である，4）結果の正確度が
低い，5）バイアスの可能性が高い。
質の高いOS：1）治療効果が大きい，2）用量反応性を示す，3）考え得るバイアスが提示された治療効果を減弱させている。

Table 2　推奨強度

強い推奨（1） 推奨に従った場合の望ましい効果が不利益を明らかに上回る。

弱い推奨（2） 推奨に従った場合の望ましい効果が不利益を上回ることが予想されるが，十分な根拠は
不足している，もしくは不確実である。

かった項目については（0）とした。ワーキンググルー
プの草案のすべての記述に対して，全委員で討議を重
ね，最終案とした。

なお，本ガイドラインの作成にあたり，医療業界か
らの助成や支援は受けていない。
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Ⅰ．痛み管理

英語の「pain」は日本語の「痛み」や「疼痛」と同義語
ではない。
「Pain」はInternational�Association�for�the�Study�of�

Pain（IASP）によって「実際に何らかの組織損傷が起
こったとき，または組織損傷を起こす可能性があると
き，あるいはそのような損傷の際に表現される，不快
な感覚や情動体験」と定義される。したがって「pain」
には感覚や情動体験的な要素が多く含まれる。つまり，

「pain」には神経障害性と非神経障害性があるが，本ガ
イドラインでは，読者の混乱を避けるために，「pain」
を代表する用語として「痛み」を当てた。大切なこと
は，患者が「痛み」を訴えた時には「痛み」が存在する
ことを，すべての医療スタッフが理解することである。

1）痛みの発現
CQ1： ICUに入室している患者はどのような時に「痛

み」を感じているか？
A1：安静時や通常のケアにおいても患者は日常的に

「痛み」を感じている（B）。
解説：安静時でも，内科系・外科系・外傷系ICU患
者は強い痛みを経験している1)〜3) 。したがって，す
べてのICU患者で痛みは評価されなければならない。
また，安静時の痛みは，主要な臨床症候群と考えるべ
きである。わが国においても心臓外科術後の鎮痛のた
めに硬膜外鎮痛法を併用して良好に痛みをコントロー
ルできた集計の報告4)がある。硬膜外鎮痛法の併用に
関しては後述する。

痛みによって引き起こされるストレス反応は，ICU
患者に対して一般に有害な結果をもたらす。増加した
カテコラミンは細動脈血管収縮を引き起こし，組織灌
流不全から組織酸素分圧を低下させる5) 。痛みによっ
て引き起こされる他の反応としては，異化作用の亢進
や，タンパク基質を提供するための脂肪分解，筋肉の
衰退などがある6) 。異化作用の亢進や組織低酸素症は
創傷治癒を損なって，創傷感染症の危険性を増す。ま
た，痛みはナチュラルキラー細胞活動を抑制し7),8)，細
胞傷害性T細胞数の減少と好中球の貪食活動の低下
を引き起こす9) 。急性期痛は，その後の慢性的神経障
害性疼痛を引き起こす最も大きな危険因子である10) 。
さらに，痛みは運動性の低下を招来し，このことによ
り静脈血栓を作りやすくするとも考えられる。

2）痛みの評価
CQ2： 痛みの評価は成人 ICU患者で日常的に行われ

るべきか？
A2：痛みは通常すべてのICU患者でモニタすること
が推奨される（＋1B）。
解説：エビデンスの質は中等度であるが，すべての
ICU患者で日常的に痛みの評価を実行することによる
利益が，これを行うことによる危険を大きく上回るた
め，強く推奨される。成人ICU患者に対する日常的
な痛みの評価は，患者の臨床的アウトカムの改善と関
係している。特にプロトコル化された痛み評価は，鎮
痛薬使用量の減少，ICU入室期間や人工呼吸期間の短
縮と有意に関係していた11),12) 。
CQ3： ① 自分で痛みを訴えることができる患者とで

きない患者の，それぞれに適した痛みの評
価法は何か？ 

　　　 ②評価から介入に至る基準はどうか？
A3：

①人工呼吸の有無にかかわらず，患者が痛みを自己
申告できる場合はNRSやvisual�analogue�scale（VAS）
が，自己申告できない場合はBPS，Critical-Care� Pain�
Observation�Tool（CPOT）が推奨される13),14)（B）。

②NRS＞3，もしくはVAS＞3，あるいは，BPS＞5
もしくはCPOT＞2は患者の痛みの存在を示すため，
何らかの介入基準とすることを推奨する（B）。
解説：痛みとは個人が主観的に感じるものであり，そ
れを感じているものが申告して初めて存在するものに
なる。したがって，痛みの自己申告が可能な患者では
それが患者自身の痛み評価であり，ゴールドスタン
ダードであるため，安静時においても積極的に患者か
ら痛みの有無を聞き出すことが必要である。一方，「言
葉によるコミュニケーションができないからといっ
て，その患者が痛みを感じ，適切な痛み対策を必要と
している可能性を否定することはできない（IASP）」。
そのため，痛みの自己申告が不能な患者では，妥当性
および信頼性が証明された痛みの評価スケールを用い
た医療者側の客観的な評価が必要である。

自己申告可能な患者の痛みの強さの評価法で広く一
般的に用いられているものはNRSおよびVASであ
る。NRSは現在の痛みが0〜10までの11段階でどの
程度かを患者自身により口頭ないしは目盛りの入った
線上に記入してもらう方法で，VASは一端が「全く痛
まない」，他端が「これ以上ない痛み，もしくは想像し
得る最大の痛み」を配した10� cmのスケールに，現在
の痛みがどこに相当するかを患者に記してもらう方法
であり，ともに痛み対策の目標スコアは＜3とされて
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いる11),15) 。VASには「想像し得る最大の痛み」の決定
があいまいとなってしまいやすい欠点があるため，た
とえば，術前より説明可能でかつ理解力のある患者に
おける術後痛などの評価には有用であると考えられる
が，緊急入室などの患者では十分理解されない場合も
あるので注意が必要である。一方，NRSはより簡便で
患者の理解が得られやすい利点があり，ICU患者には
こちらが適しているとされている16)が，すでにVAS
の使用に慣れている施設では，「患者の痛みを評価す
る」ことを優先するために，その使用を継続すること
も考慮されてよい。NRS，VASのいずれのスコアも3
を超えると患者に有意な痛みが存在することを示して
おり，何らかの介入が必要と考えられるが，薬理学的
介入が必要かどうかは患者の意向を確認したり，他の
要因を検索しながら判断する。

自己申告不能な患者に対するさまざまな痛みの評価
スケールの中では，観察研究ではあるが，BPS（3〜12
が合計スコア）（Table� 3）とCPOT（0〜8が合計スコ
ア）（Table� 4）が評価者間の信頼性15),17)〜23)，判別的
妥当性15),17) ,19) ,22)〜24)，基準関連妥当性18)〜20),23) ,24)に
関して内科・外科・外傷系ICU患者においてよい計
量心理学的特性があることが分かっている。BPSにつ
いては，発語不能な成人ICU患者における安静時と比
較した侵襲的処置時の記述統計に基づいたカットオフ
値（＞5）が提案されている11) 。同様にCPOT＞2によ
る評価も，侵襲的処置を受けた手術後成人ICU患者の
強い痛みの予測感度が86％，特異度は78％を示し
た25),26) 。BPSとCPOTは，標準化された短期間の訓
練により，ICUでうまく使うことができ27),28)，挿管中
から抜管後でも使いやすい。日本語版BPSは日本呼
吸療法医学会ガイドライン29)ですでに公表されてお
り，日本語版CPOTについては現在検証作業が進めら

れている。これらの痛みの評価スケールの定期的な使
用はよりよい痛み管理につながり，ICU患者の臨床的
アウトカムが改善する12),27) ,28) 。自己申告可能な場合
と同様に，BPS＞5，CPOT＞2では患者に有意な痛み
の存在が考えられるため何らかの介入が必要である
が，合計スコアが基準に満たない場合でも痛みの存在
を完全に否定することなく，注意深い観察と評価が必
要である。

介入基準については海外からの報告を基に示してあ
るので，プロトコル作成の際には，各施設で検討され
ることを期待する。
CQ4： バイタルサインは成人 ICU患者の痛みを評価

するために使用できるか？
A4：

①バイタルサイン（またはバイタルサインを含む観
察的痛み評価スケール）のみで成人ICU患者の痛みの
評価を行わないよう提案する（－2C）。

②痛みを評価するタイミングとしてバイタルサイン
を用いてもよいと提案できる（＋2C）。
解説：観察研究ではあるが，内科系，外科系，外傷系
ICU患者でのバイタルサインによる痛み評価は困難で
あるとされている。ICU患者が痛みを伴う処置を受け
る時，たとえバイタルサインが増加する傾向にあると
しても，これらの変化は痛みの程度を示す信頼できる
指標にはならない8),17) ,20) ,22) ,24) 。バイタルサインは，
侵襲的処置でも非侵襲的処置でも増加するという報
告23)がある一方，侵襲的処置時でも安定していると
いう報告30)もある。しかし，バイタルサインは，痛み，
苦痛または他の要因で変化し得るので，これらの患者
でより詳細な痛み評価を実行するきっかけにはな
る31) 。
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Table 4　Critical-Care�Pain�Observation�Tool（CPOT）

指標 状態 説明 点

表情 筋の緊張が全くない
しかめ面・眉が下がる・眼球の固定，まぶたや口
角の筋肉が萎縮する
上記の顔の動きと眼をぎゅっとするに加え固く閉
じる

リラックスした状態
緊張状態

顔をゆがめている状態

0
1

2

身体運動 全く動かない（必ずしも無痛を意味していない）
緩慢かつ慎重な運動・疼痛部位を触ったりさすっ
たりする動作・体動時注意をはらう
チューブを引っ張る・起き上がろうとする・手足
を動かす/ばたつく・指示に従わない・医療ス
タッフをたたく・ベッドから出ようとする

動きの欠如
保護

落ち着かない状態

0
1

2

筋緊張
（上肢の他動的屈曲と
伸展による評価）

他動運動に対する抵抗がない
他動運動に対する抵抗がある
他動運動に対する強い抵抗があり，最後まで行う
ことができない

リラックスした
緊張状態・硬直状態
極度の緊張状態あるいは硬直状態

0
1
2

人工呼吸器の順応性
（挿管患者）

または

アラームの作動がなく，人工呼吸器と同調した状
態
アラームが自然に止まる
非同調性：人工呼吸の妨げ，頻回にアラームが作
動する

人工呼吸器または運動に許容して
いる
咳きこむが許容している
人工呼吸器に抵抗している

0
1
2

発声（抜管された患者） 普通の調子で話すか，無音
ため息・うめき声
泣き叫ぶ・すすり泣く

普通の声で話すか，無音
ため息・うめき声
泣き叫ぶ・すすり泣く

0
1
2

（Gélinas�C�20)から日本語訳についての許諾を得た。名古屋大学大学院医学系研究科博士課程後期課程看護学専攻，山田章子氏のご好意
による。これは信頼性・妥当性を検証中の暫定版である）

Table 3　Behavioral�pain�scale（BPS）

項目 説明 スコア

表情 穏やかな 1
一部硬い（たとえば，まゆが下がっている） 2
全く硬い（たとえば，まぶたを閉じている） 3
しかめ面 4

上肢 全く動かない 1
一部曲げている 2
指を曲げて完全に曲げている 3
ずっと引っ込めている 4

呼吸器との同調性 同調している 1
時に咳嗽，大部分は呼吸器に同調している 2
呼吸器とファイティング 3
呼吸器の調整がきかない 4

（Payen�JF�22)から日本語訳についての承諾済み）
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3）痛みの治療
CQ5： 誰が痛みの評価をして，どのように鎮痛を行

うのが有効か？
A5：

①医師，看護師，臨床工学技士，薬剤師，理学療法士
など，患者管理に関わるすべての職種が，共通の痛み
評価スケールを使用して定期的・継続的に評価を行う
ことを提案する（＋2C）。

②鎮痛薬の投与方法としては，患者自己調節鎮痛法
（patient� controlled� analgesia,� PCA）機能のついたポ
ンプを使用すれば患者の判断で追加投与が可能にな
る。ICUでも術後鎮痛に使用した場合，早期離床によ
い影響を及ぼす可能性がある（C）。
解説：痛み評価に共通の痛み評価スケールを使用する
ことで，医療従事者は患者の痛みの程度の変動を共有
することができる32) 。

食道亜全摘術後に患者自己調節硬膜外鎮痛法
（patient� controlled� epidural� analgesia，PCEA）を使
用することで早期リハビリテーションが促進され
る33),34)など，痛みのコントロールを行うことが早期離
床や咳嗽を容易にすることもある。意識のよい患者で
はPCEAを看護師が管理するより，患者自身で管理し
た方が痛みのコントロールは良好であった35) 。
CQ6： 侵襲的な処置を行う時に患者が感じる痛みに

はどう対応すればよいか？
A6：

①胸腔ドレーンの抜去や創処置のような痛みを伴う
処置の前には鎮痛を考えるべきである（B）。

②先行性鎮痛（preemptive� analgesia）については有
用であるという報告がある（CQ7参照）。

③鎮痛処置の前後で痛みの程度を評価することが重
要である（B）。
解説：胸腔ドレーン抜去や傷処置のような非手術的処
置と関連した痛みは，成人ICU患者で一般的に認め
られる30),36)が，処置の前に鎮痛薬を投与されていた
患者は25％に満たなかったという報告36)がある。処
置に伴う苦痛は年齢によって異なる37),38) 。また，患
者の処置に伴う痛みの程度は，処置によっても異な
る37),38) 。この際に認められる血行力学的変化は，一
般に処置に伴う痛みの程度と有意な相関はない30) 。
処置に伴う痛みの程度は通常は中程度である36)が，
処置前の痛みの程度と鎮痛薬の投与によって影響され
る39) 。なお，いくつかの報告は先行性鎮痛には利益
があることを示唆しているが，先行性鎮痛を行わない
場合の処置に伴う痛みの危険性については不明であ
る。特に大切なことは鎮痛処置の前後で痛みを評価す

ることである40) 。
CQ7： 処置に伴う痛みは，成人 ICU患者で先行的に

治療されるべきか？
A7：

①成人ICU患者で胸腔ドレーン抜去時の痛みを軽
減するために，先行性鎮痛や非薬理学的介入（例えば，
リラクゼーション）を施行することを推奨する（＋
1C）。

②成人ICU患者では，胸腔ドレーン抜去時以外の侵
襲的処置や痛みを伴う可能性のある処置についても，
痛みを軽減するために先行性鎮痛や非薬理学的介入を
施行することを提案する（＋2C）。
解説：患者が胸腔ドレーン抜去の前にモルヒネの静注
に加えてリラクゼーションを受けた場合41)や，フェ
ンタニル投与を受けた場合42)に，有意に痛みスコア
が低下することが報告されている。これらの研究によ
ると，先行性鎮痛による利益は，これによる不利益を
上回る。大部分のICU患者は他の痛みを伴う処置を
受ける場合も，先行的な非薬理学的および/または薬
理学的な介入が行われることを望むと考えるべきであ
る。
CQ8： どのような薬物が成人 ICU患者の痛み緩和の

ために投与されるべきか？
A8：

①ICU患者の痛みを治療するためには，静注オピオ
イドを第一選択薬とすることを推奨する（＋1C）。

②静注オピオイドの必要量を減少もしくはなくすた
めに，またオピオイド関連の副作用を減少させるため
にも，非オピオイド性鎮痛薬の使用を考慮してもよい

（＋2C）。
③オピオイド拮抗性鎮痛薬はまだ十分なエビデンス

が集まっていないが，鎮痛の作用機序を理解した上で
使用を考慮してもよい（C）。
解説：非神経障害性疼痛を減弱させるために，オピオ
イドを中心としたレジメを使用することを支持するエ
ビデンスがある43),44) 。薬剤コストや使い易さの問題
は別として，同程度の目標鎮痛レベルを設定して滴定
できるのであれば，すべての静注オピオイドは同程度
の鎮痛効果があり，人工呼吸期間やICU入室期間な
どの臨床的アウトカムにも差はない。ただし，メペリ
ジン/塩酸ペチジンは代謝物ノルメペリジンに神経毒
性があるので，ICUでの使用は推奨しない45) 。

神経障害性疼痛に対しては，人工呼吸管理中の患者
の場合，静注オピオイド単独使用よりも，静注オピオ
イドに加えてガバペンチンの経口投与の併用がより優
れた鎮痛効果が得られるという報告46),47)があるが，わ
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Table 5　わが国のICUで使われている主なオピオイド

分類 系列 化合物 投与経路 商品名

あへん
アルカロイド系
オピオイド

モルヒネ系 モルヒネ塩酸塩 経口 モルヒネ塩酸塩
静注 アンペック，塩酸モルヒネ，モルヒネ

塩酸塩
モルヒネ塩酸塩水和物 経口 モルヒネ塩酸塩，パシーフ，オプソ

静注（プレフィルド） プレペノン
経直腸 アンペック

モルヒネ硫酸塩水和物 経口 カディアンスティック，モルペス，ピー
ガード，MSコンチン，MSツワイス
ロンなど

コデイン系 コデインリン酸塩水和物 経口 コデインリン酸塩水和物
コデインリン酸塩散 経口 コデインリン酸塩散

その他 オキシコドン塩酸塩水和
物

経口 オキノーム，オキシコンチン

配合剤 アヘンアルカロイド・ア
トロピン注射液

皮下注 オピアト，ペンアト

アヘンアルカロイド・ス
コポラミン注射液

皮下注 オピスコ，ペンスコ

合成オピオイド フェニルピ
ペリジン系

ペチジン塩酸塩 経口 オピスタン
皮下/筋注 塩酸ペチジン，オピスタン

その他 フェンタニルクエン酸塩 口腔粘膜吸収 アクレフ
静注/硬膜外 フェンタニル
貼付 フェントス

メサドン塩酸塩 経口 メサペイン
フェンタニル 貼付 デュロテップ，フェンタニル，ワンデュ

ロパッチ
レミフェンタニル塩酸塩 静注 アルチバ
塩酸ケタミン 静注 ケタラール

配合剤 ドロペリドール・フェン
タニルクエン酸塩

静注 タラモナール

ペチジン塩酸塩・レバロ
ルファン酒石酸塩

皮下/筋/静注 ペチロルファン

＊分類は主に「保健薬事典　平成25年4月版」に従った。� � � �
＊ケタミンは分類上麻薬ではないが，臨床使用上は麻薬扱いなのでこの表に入れた。

が国においてはまだ一般的ではない。また，近年プレ
ガバリンの有効性の報告48),49)もあるが，プロトコルの
施設間格差も考慮するなどの検討が必要である。

一方，非神経障害性疼痛に対しては，オピオイドの
ほかにも静注アセトアミノフェン43)，経口，静注また
は経直腸シクロオキシゲナーゼ阻害薬50)〜52)あるい
は静注ケタミン53),54)などの非オピオイドが使用でき
る。非オピオイドの使用によりオピオイド総投与量の
減少とオピオイド関連副作用の発現頻度と程度が低下
するかもしれない。

わが国でしばしば用いられることが多いオピオイド

拮抗性鎮痛薬には，
①部分作用薬�partial� agonist：ブプレノルフィン�

buprenorpine
②①以外の部分作動薬：塩酸トラマドール
③作用薬－拮抗薬�agonist-antagonist� /拮抗性鎮痛

薬：ペンタゾシン，ブトルファノール
④オピオイド拮抗薬�opioid�antagonist：ナロキソン

がある。これらの薬物はμ，κ，δ受容体部分でオピ
オイドと競合的に作用するため，オピオイドと併用す
ると効果が減弱したり増強したりするので，使用には
十分な知識と注意が必要である45)（Table�5〜8）。
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Table 6　わが国のICUで使われている主な鎮痛薬

分類 系列 化合物 投与経路 商品名

解熱消炎鎮痛薬 アニリン系 アセトアミノフェン
別名（国際一般名）
パラセタモール

経口 アセトアミノフェン，カロナール，ナパ，ピ
レチノール，コカール　など

経直腸 アセトアミノフェン，アルピニー，アンヒバ，
カロナール，パラセタ，アフロギス坐薬など

静注 アセリオ静注用1000mg
サリチル酸系 アスピリン 経口 アスピリン

経直腸 サリチゾン坐薬
アスピリン・ダイア
ルミネート

経口 バファリン配合錠

エテンザミド 経口 エテンザミド
ピラゾロン系 スルピリン水和物 経口 スルピリン

静注 スペロン，メチロン
スルピリン 静注 スルピリン，メチロン，ポスピリンなど

インドメタシン インドメタシン 経口（カプセル） インドメタシン
経口（徐放） インテバン
経直腸 インドメタシン，インメシン，ミカメタン坐

薬
フェニル酢酸系 ジクロフェナクナト

リウム
経口 ボルタレンなど
経直腸 ボルタレン，アナバン，ベギータなど

その他 イブプロフェン 経口 ブルフェン，イブプロフェン，ランデールン
経直腸 ユニプロン坐薬

セレコキシブ 経口 セレコックス
ロキソプロフェンナ
トリウム水和物

経口 ロキソニン，ロルフェナミンなど

フルルビプロフェン
アキセチル

静注 ロピオン

オピオイド拮抗
性鎮痛薬

部分作用薬 ブプレノルフィン 貼付 ノルスパン
ブプレノルフィン塩
酸塩

静注 レペタン，ザルバン
経直腸 レペタン坐薬

トラマドール塩酸塩 経口 トラマール
静注 トラマール

作用薬－拮抗薬/
拮抗性鎮痛薬

塩酸ペンタゾシン 経口 ソセゴン，ペンタジン，ペルタゾン
ペンタゾシン 静注 ソセゴン，トスパリール，ペンタジン

＊分類は主に「保健薬事典　平成25年4月版」に従った。
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Table 7　オピオイド鎮痛薬の薬理学的比較72)〜75)

フェンタニル モルヒネ レミフェンタニル ケタミン（静注）

等価鎮痛必
要量（mg）

静注 0.1 10 適用不可
経口 N/A 30 適用不可

効果発現時間（iv） 1〜2分 5〜10分 1〜3分 30〜40秒
排泄相半減期 2〜4時間 3〜4時間 3〜10分 2〜3時間
Context-sensitive�
half-life

200分（6時間
持続静注後）

300分（12時間
持続静注後）

適用不可 3〜4分

代謝経路 CYP3A4/5によるN-脱アルキ
ル化

グルクロン酸抱合 血漿中エステラーゼ
による加水分解

N脱メチル化

活性代謝産物 なし 6-,3-グルクロン酸抱
合物

なし ノルケタミン

間欠的静注投与量 0.5〜1時間毎0.35〜0.5μg/kg 1〜2時間毎
0.2〜0.6�mg

適用不可

持続静注投与量 0.7〜10μg/kg/hr 2〜30�mg/hr 初期負荷量：
1.5μg/kg
維持投与量：
0.5〜15μg/kg/hr

初期投与量：
0.1〜0.5�mg/kg
その後　0.05〜0.4�
mg/kg/hr

副作用など ・モルヒネより血圧降下作用
が少ない

・肝不全で蓄積する

・肝/腎不全で蓄積
する

・ヒスタミン遊離作
用

・肝/腎不全で蓄積
しない

・投与量計算で体重
が理想体重の
130％を超える時
には理想体重を用
いる

・適用は全身麻酔時
の鎮痛のみ

・オピオイドに対す
る急性耐性の発生
を抑制

・幻覚やその他の心
理的障害を引き起
こす可能性

＊ケタミンは分類上麻薬ではないが，臨床使用上は麻薬扱いなのでこの表に入れた。

Table 8　非オピオイド鎮痛薬の薬理学的比較46),52),71),74)

ガバペンチン（経口） イブプロフェン
（経口）

アセトアミノフェン（パラセタモール）

カロナール®など
（経口）

アセリオ®静注
1,000mg

効果発現時間 適用不可 25分 30〜60分 15分
排泄相半減期 5〜7時間 1.8〜2.5時間 2〜4時間
代謝経路 未変化体で腎排泄 酸化 グルクロン酸抱合/スルフォン化
活性代謝産物 なし なし なし
投与量 開始投与量：100�mg×3回/日

維持投与量：900〜3,600�mg/日　
分3

400�mg�4時間毎�
最大�2.4�g/日

325〜1,000�mg�4〜6時間毎
最大�4�g/日以下

副作用など ・副作用：（一般的）鎮静，混迷，
めまい，運動失調

・腎不全患者では投与量の調整
・薬物離脱に関連した突然の中止
・痙攣

顕著な肝不全患者に
は禁忌

・1日総量1,500�mg
を超す高用量で長
期投与する場合に
は慎重投与
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CQ9： 鎮痛のために硬膜外ブロックや他の神経ブ 

ロックは有効か？
A9：

①腹部大動脈手術を受けた患者での術後鎮痛のため
に，胸部硬膜外麻酔/鎮痛を考慮することを推奨する

（＋1B）。
②腹部大動脈手術を受けた患者での術後鎮痛のため

に，非経口オピオイドよりも腰部硬膜外麻酔を優先す
ることの有用性は証明されていない（0，A）。

③胸腔内手術や血管外科系以外の腹部外科手術を受
けた患者に対する鎮痛手段としての胸部硬膜外鎮痛の
有用性は明確ではない（0，B）。

④外傷性肋骨骨折患者では，胸部硬膜外鎮痛を考慮
することを提案する（＋2B）。

⑤内科系ICU患者では，全身性の鎮痛よりも神経ブ
ロックや局所的鎮痛を優先することは推奨しない（0，
No�Evidence）。
解説：硬膜外鎮痛法はその効果において非常に有用な
鎮痛手段と考えられる55),56)が，ひとたびトラブル/合
併症を起こすと患者の機能的予後（神経学的合併症）
を悪化させることはよく知られている57) 。リスク/ベ
ネフィットを十分に考慮した上での鎮痛法とすること
を提案する。

硬膜外カテーテルが手術前に留置されれば，胸部硬
膜外麻酔/鎮痛が腹部大動脈手術後患者で非経口オピ
オイド単独より優れた鎮痛効果を示すことが良質のエ
ビデンスにより示唆されており，胸部硬膜外麻酔によ
る合併症として術後心不全，感染症，呼吸不全がある
が，頻度は稀である58),59) 。一方で，良質のエビデンス
により，これらの患者では腰部硬膜外麻酔に非経口オ
ピオイドを上回る利益はないことも示されてい
る57),60) 。胸腔内手術や非脈管系腹部手術を受けた患
者における胸部硬膜外鎮痛の使用については，研究デ
ザイン上の欠点があるためにその優劣を判断すること
は困難である33),34) ,61)〜69) 。肋骨骨折患者では，硬膜
外鎮痛によって，特に咳嗽や深呼吸時の痛みのコント
ロールが良好となり，肺炎の発生率が低下するが，低
血圧の危険性は増加する70),71) 。

Table�9　不穏の原因（文献29より引用，一部改変）

1. 痛み
2. せん妄（ICUにおける不穏の原因として最も多い）
3. 強度の不安
4. 鎮静薬に対する耐性，離脱（禁断）症状
5. 低酸素血症，高炭酸ガス血症，アシドーシス
6. 頭蓋内損傷
7. 電解質異常，低血糖，尿毒症，感染
8. 気胸，気管チューブの位置異常
9. 精神疾患，薬物中毒，アルコールなどの離脱症状

10. 循環不全

Ⅱ．不穏と鎮静

鎮静の適応
鎮静には，①患者の快適性・安全性の確保（不安・

不穏の防止），②酸素消費量・基礎代謝量の減少，③換
気の改善と圧外傷の減少などの利点がある76)一方で，
近年では過度の鎮静が人工呼吸期間やICU入室期間
を延長させ，ICU退室後の心的外傷後ストレス障害

（posttraumatic�stress�disorder，PTSD）発生と関連す
ることが指摘されるなど，患者の長期アウトカムに悪
影響を及ぼすことが明らかとなり，鎮静薬使用を必要
最小限にする鎮静管理が推奨されている14),77)〜83) 。

2007年に他学会において，成人人工呼吸患者を対象
とした鎮痛・鎮静ガイドライン29)が作成され，この分
野に対する医師・看護師の関心が飛躍的に高まった。
しかし，その後実施された日本集中治療医学会による

「ICUにおける鎮痛・鎮静に関するアンケート調
査84)」によれば，わが国では集中治療専門医研修施設
においても，気管挿管下の患者に対して，鎮静スケー
ルを用いた鎮静深度評価を行わなかった症例が10％
存在し，持続鎮静の一時中止あるいは一時減量を毎日
実施した症例は20数％程度と低値に留まっているの
が現状である。

適正な鎮静管理には，騒音防止などの環境整備を実
施するとともに，痛み対策を十分に行うことが重要で
ある（鎮痛優先の鎮静：analgesia-first� sedation）14) 。
また，適切な鎮静スケールを使用し，患者の鎮静状態
を把握して不必要な深鎮静を防ぐとともに，医療チー
ム全体で鎮静深度の現状・目標を共通認識し，各施設
の人員・設備を考慮した安全性の高い鎮静プロトコル
を策定することが必要である85) 。その前提として，
不穏の原因となる不安，痛み，せん妄，低酸素血症，低
血糖，低血圧などを鑑別し，治療することが重要であ
る（Table�9）。
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鎮静薬の臨床薬理学
米国集中治療医学会の2002年版ガイドライン72)で

は，短期間の鎮静にはミダゾラム，長期間の鎮静に対
してはロラゼパム（わが国では静注薬は未発売），そし
て間欠的な覚醒を必要とする患者にはプロポフォール
が推奨されていた。最近の調査によると，ミタゾラムと
プロポフォールに加えて，デクスメデトミジンがICU
患者の鎮静に用いられる一般的な薬剤となり86)〜88)，ロ
ラゼパムの使用は減少し，バルビツール酸系薬，ジア
ゼパム，ケタミンの頻度はほとんどなくなってい
る36),86) ,89)〜91) 。前述のわが国のアンケート調査84)の
結果では，気管挿管・気管切開下の人工呼吸症例では，
プロポフォールの使用頻度が高く，次いでミダゾラム，
デクスメデトミジンの順となっている一方で，非侵襲
的人工呼吸症例では，デクスメデトミジンが最も高頻
度で使用されており，次いでプロポフォール，ミダゾ
ラムの順であった。ICU患者に処方されている鎮静薬
の臨床薬理学についてTable�10に要約を示す。
ミダゾラム
ミダゾラムはベンゾジアゼピン受容体に働き，ベン

ゾジアゼピン受容体とγアミノ酪酸（gamma-aminobu-
tyric� acid，GABA）A受容体との相互作用により
GABAのGABAA受容体への親和性が高まり，間接的
にGABAの作用を増強することにより作用を発現す
る99),100) 。鎮静，催眠，抗痙攣，抗不安，健忘の各作用
を有するが，鎮痛作用はない101)〜103)ことには留意す
べきである。ミダゾラムは親水性の高いベンゾジアゼ
ピン系薬であるが，生理的pHでは脂溶性を示し，速
やかに血液脳関門を通過する。そのため作用発現は早
く鎮静には有用であるが，作用持続効果が短いことか
ら，十分な鎮静を得るためには持続投与が必要とな
る104),105) 。高齢者はミダゾラムによる鎮静作用に対
して一般に感受性が有意に高い106) 。

ミダゾラムは呼吸抑制や低血圧を誘発する可能性が
ある107)〜109) 。特に麻薬性鎮痛薬との併用投与では，
中枢神経抑制作用が増強されるため呼吸抑制を誘発す
る傾向が強くなる110),111) 。ミダゾラムによって引き
起こされる無呼吸は，慢性閉塞性肺疾患や呼吸予備力
が低い患者で最も起こりやすく，注意が必要であ
る112) 。ミダゾラムは長期投与によって耐性が生じや
すい14),113),114) 。

ミダゾラムは肝臓でシトクロムP450（CYP）3A4，
CYP3A5によって1-ヒドロキシミダゾラム，4-ヒドロ
キシミダゾラムに代謝されるほか，グルクロン酸抱合
による代謝も受け尿中に排泄される115)が，1-ヒドロ
キシミダゾラムはミダゾラムの約半分の活性を持

つ116) 。ミダゾラムを48〜72時間以上持続投与する
と，1-ヒドロキシミダゾラムの作用や，脂肪組織に蓄
積した薬剤が血中に再動員され鎮静が遷延する場合が
あるので，使用はできるだけ短時間にすべきであ
る29) 。クリアランスは，肝機能障害やその他の肝疾
患を有する患者，高齢患者，CYP酵素やグルクロン酸
抱 合 を 阻 害 す る 他 の 薬 剤 と の 併 用 で 減 少 す
る117)〜120) 。長期投与や腎機能障害患者では活性代謝
産物の蓄積や排泄障害により作用増強・延長が生じる
可 能 性 が あ る の で，投 与 量 を 減 じ る 必 要 が あ�
る121)〜123) 。
プロポフォール
プロポフォールは静脈内投与の鎮静薬で，GABAA，

グリシン，ニコチン，M1ムスカリン受容体を含む多数
の受容体に結合し，神経伝達を抑制する124)〜126) 。プロ
ポフォールは鎮静，催眠，抗不安，健忘，制吐，抗痙
攣作用を有するが，ミダゾラムと同様に鎮痛作用はな
い127),128) 。また，健忘作用はミダゾラムよりも弱い129) 。

プロポフォールは脂溶性が高いため，血液脳関門の
通過が速やかで鎮静の発現が速く，末梢組織への再分
布も迅速である。この再分布の速さに加えて，肝内・
肝外クリアランスが高いため，短期間投与では作用消
失も速やかである14),130) 。覚醒が速やかであるため，
神経学的評価のために覚醒が必要とされる患者に用い
ら れ，1日1回 の 鎮 静 中 断 の 実 施 に 有 用 で あ
る131)〜133) 。一方，長期投与では末梢組織での飽和が
生じ，覚醒が遅延する可能性がある132) 。

また，プロポフォールは，用量依存的に呼吸抑制や
低血圧を引き起こす14),134) 。この作用は他の鎮痛・鎮
静薬を併用する時に強く生じる。呼吸・循環状態が不
安定な患者では，特に注意を要する。プロポフォール
の副作用として，高トリグリセリド血症，急性膵炎，
ミオクローヌスなどが報告されている135)〜138) 。

プロポフォールは，卵レシチンと大豆油を含んだ
10％乳化剤に溶解しているため，卵や大豆アレルギー
がある患者はアレルギー反応を起こす危険性があ
る14) 。また，微生物汚染を受けやすいため，プロポ
フォールと輸液セットは，注入開始後12時間以内に
完了（廃棄）あるいは交換することが望ましい139) 。

プロポフォール投与により，プロポフォールイン
フュージョン症候群（propofol� infusion� syndrome，
PRIS）と呼ばれる，稀ではあるが重篤な状態に陥るこ
とがある。心不全，不整脈，横紋筋融解，代謝性アシドー
シス，高トリグリセリド血症，腎不全，高カリウム血症，
カテコラミン抵抗性の低血圧を特徴とする致死的症候
群で140)〜142)，頭部外傷などの重症患者にプロポ
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フォールを長期（48時間以上），大量投与（4.2�mg/㎏/
hr以上）したときに生じることが多いとされている
が，ステロイドやカテコラミンの投与下では少量投与
でもPRISを生じる危険性が報告されている143) 。ま
た，PRISは18歳未満の患者で死亡率が高いと報告さ
れている140) 。PRISを疑えば，直ちにプロポフォール
を中止することが極めて重要である14),141) 。
デクスメデトミジン
デクスメデトミジンは，選択性の高いα2アドレナリ

ン受容体作動薬で，鎮静・鎮痛作用，オピオイド節減
効果（デクスメデトミジン単独の鎮痛作用は強くない
が，他の鎮痛薬を併用する場合は相互作用により鎮痛
薬の必要量を低減できる），交感神経抑制作用を有す
るが，ミダゾラムやプロポフォールと異なり抗痙攣作
用はない144)〜146) 。デクスメデトミジンは，軽い刺激
で容易に覚醒し，意思の疎通が良好であり，呼吸抑制
がほとんどないという，他の鎮静薬にはない利点を有
し，せん妄発症もミダゾラムやプロポフォールより少
ない可能性がある147)〜150) 。一方，呼吸抑制が軽微と
いう特徴は，逆に，呼吸困難感が著しい重篤な呼吸不
全患者など，深鎮静を要する患者には不向きという欠
点ともなり得る。

デクスメデトミジンは，6μg/kg/hrで10分間の初期
負荷投与を行った場合，適切な鎮静が得られる血中濃
度まで速やかに到達させることができるが，血中濃度
の急激な上昇は一過性の血圧上昇または低血圧，徐脈
をきたすことが多い151),152)（Table� 10）。そのため，一
般に重症患者には初期負荷投与を行わず，維持量（0.2
〜0.7μg/kg/hr）の範囲で投与を開始することが望まし
い。特に循環血液量減少患者や伝導障害患者では，デ
クスメデトミジンの維持量においても，低血圧，徐脈を
きたす可能性があるので注意深い観察が必要である。

デクスメデトミジンは，CYPとグルクロン酸抱合に
より肝臓で速やかに代謝され，尿中に排泄される。し
たがって重度肝障害では代謝が障害され覚醒が遅延す
る可能性があり，投与量を減らす必要がある14)が，代
謝産物の生物学的活性は認められていないため，腎障
害による影響は臨床的には大きくない（Table�10）。

デクスメデトミジンは，人工呼吸管理中から離脱後
（抜管後）にかけて投与可能で，長期投与においても副
作用の増加を認めず，耐性も生じにくい。呼吸抑制が
少ないため抜管後も投与を継続することが可能であ
る153)〜155)が，鎮静によって中咽頭筋の緊張低下を誘
発する可能性があり，非挿管患者では気道閉塞を引き
起こす危険性があるため，持続的呼吸モニタリングは
必須である153) 。

1）鎮静深度と臨床的アウトカム
CQ10： 成人 ICU患者は浅い鎮静深度で管理すべき

か?

A10：
①浅い鎮静深度を維持することにより，人工呼吸期

間やICU入室期間の短縮など，患者アウトカムが改善
する（B）。

②浅い鎮静深度を維持することにより患者のストレ
ス反応を増加させるかもしれないが（C），心筋虚血の
頻度が増加することはない（B）。禁忌でなければ深い
鎮静深度よりも浅い鎮静深度で管理することを推奨す
る（＋1B）。
解説：鎮静深度と臨床的アウトカムの直接的な関係を
検討した13の研究のうち5つの研究において，深鎮静
では人工呼吸期間やICU入室期間の延長が認められ
た77)〜80),156) 。また，深鎮静の合併症として，筋委縮・
筋力低下，肺炎，人工呼吸器依存，血栓・塞栓，神経
圧迫，褥瘡，せん妄など多くのものがあることが知ら
れている157)〜159) 。最近の研究では，人工呼吸開始早
期（最初の48時間）の深鎮静は，抜管の遅延，死亡率
の増加をもたらすと報告されている160),161) 。一方，3
つの研究では浅い鎮静深度でカテコラミンの増加，酸
素消費量の増加が生じた162),163)が，心筋虚血との間に
は明確な関係が認められなかった162),164) 。また，デ
クスメデトミジンを主体とした早期の浅い鎮静は，不
穏が少なく，身体抑制の頻度が減少する83) 。� ICUで
の鎮静深度とICU退室後の心理的ストレスの関係は
まだ不明である80),165)〜167) 。
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2）鎮静深度とモニタリング
CQ11： 人工呼吸管理中の成人患者の鎮静深度と鎮静

の質の評価に最も有用な主観的鎮静スケール
は何か？

A11：Richmond�Agitation-Sedation� Scale（RASS）と
Sedation-Agitation� Scale（SAS）が，成人患者の鎮静
深度および鎮静の質を評価する上で，最も有用である

（B）。
解説：鎮静深度および質を評価できる主観的鎮静ス
ケールとして，Ramsay� scale168)，RASS（Table� 11），
SAS（Table� 12）などがある169)〜171) 。このうち，
RASSとSASは，計量心理学的スコア（評価者間信頼
性，収束的・弁別的妥当性）が最も高く，検証におけ
る被験者数も十分である169) 。RASSおよびSASによ
る鎮静スコアと脳波やbispectral� index（BIS）値の間
には中等度〜高度の相関が認められる172)〜174)。一方，
Ramsay� scaleは古くから知られているが，エビデン
スの質が低く，検証は不十分である。

重症患者の鎮静深度を最小限に維持することは有益
であるが，「浅い鎮静」や「深い鎮静」の定義は明確で
はない。2013� PAD� guidelines14)のPADケアバンド
ルには，浅い鎮静：RASS＝－1〜－2もしくはSAS
＝3，深い鎮静：RASS＝－3〜－5もしくはSAS＝1
〜2，覚醒して落ち着いている：RASS＝0，SAS＝4
と記載されており，目標鎮静深度をRASS＝－2〜0，
SAS＝3〜4としている。また，過剰鎮静の場合，鎮
静薬の投与を中断し，目標鎮静深度に達したら，中断

前の50％の用量で再開する方法もある79) 。
CQ12： 人工呼吸管理中は ,「毎日鎮静を中断する」あ

るいは「浅い鎮静深度を目標とする」プロト
コルを使用すべきか？

A12：人工呼吸管理中は,「毎日鎮静を中断する」ある
いは「浅い鎮静深度を目標とする」プロトコルのいず
れかをルーチンに用いることを推奨する（＋1B）。
解説：より深い鎮静を行うとともに毎日一時的に鎮静
を中断して患者を覚醒させる「毎日の鎮静中断」も，
RASS－2〜0もしくはSAS� 3〜4を目標とする「浅い
鎮静」も，ともに人工呼吸期間やICU入室日数を短
縮させる。非盲検無作為比較試験（randomized�
controlled� trial，RCT）5件の結果より，「毎日の鎮静
中断」の実施により人工呼吸期間やICU入室日数が短
縮することが示唆されている14),77) ,79) ,82) 。また，11件
の非盲検試験により，「浅い鎮静深度維持」プロトコ
ルで人工呼吸期間が短縮することが示唆されてい
る78),175)。「毎日の鎮静中断」も「浅い鎮静深度維持」も，
人 工 呼 吸 器 関 連 肺 炎（ventilator-associated�
pneumonia，VAP）やせん妄の発生率，快適さ，費用
についてはデータが不十分で，比較できない14) 。し
たがって現時点では，「毎日の鎮静中断」と患者がい
つも覚醒しており協力的で穏やかである「浅い鎮静維
持」のどちらがより好ましいかは明らかではない。た
だし，「毎日の鎮静中断」はアルコール離脱や不穏患
者では危険かもしれない。

Table 11　Richmond�Agitation-Sedation�Scale（RASS）（文献29より引用）

スコア 用語 説明

＋4 好戦的な 明らかに好戦的な，暴力的な，スタッフに対する差し迫った危険
＋3 非常に興奮した チューブ類またはカテーテル類を自己抜去；攻撃的な
＋2 興奮した 頻繁な非意図的な運動，人工呼吸器ファイティング
＋1 落ち着きのない 不安で絶えずそわそわしている，しかし動きは攻撃的でも活発でもない
＋0 意識清明な

落ち着いている
－1 傾眠状態 完全に清明ではないが，呼びかけに10秒以上の開眼およびアイ・コンタ

クトで応答する
呼びかけ刺激

－2 軽い鎮静状態 呼びかけに10秒未満のアイ・コンタクトで応答 呼びかけ刺激
－3 中等度鎮静 状態呼びかけに動きまたは開眼で応答するがアイ・コンタクトなし 呼びかけ刺激
－4 深い鎮静状態 呼びかけに無反応，しかし，身体刺激で動きまたは開眼 身体刺激
－5 昏睡 呼びかけにも身体刺激にも無反応 身体刺激
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3）不穏
CQ13：重症患者の不穏の原因は何か？
A13：

不穏の原因には痛み，せん妄，低酸素血症，低血糖，
低血圧，アルコールおよびその他の薬物の離脱症状な
ど（Table� 9）多くのものがあり，原因に応じて迅速に
対応することを推奨する（＋1B）。
解説：不穏（agitation）は，内的緊張状態に伴う無目
的な過剰な動きとされ，具体的にはベッドから降りよ
うとしたり，気管チューブやカテーテル類を引っぱる，
医療スタッフに暴力をふるうなどの行動を繰り返す状
態である。ICUにおける不穏の原因としてはせん妄が
最も多い29)が，過活動型せん妄の状態である。不穏
は重症患者にはしばしば生じ，アウトカムに影響する。

Table 12　Sedation-Agitation�Scale（SAS）

スコア 状態 説明

7 危険なほど興奮 気管チューブやカテーテルを引っ張る。
ベッド柵を越える。医療者に暴力的。
ベッドの端から端まで転げ回る。

6 非常に興奮 頻回の注意にもかかわらず静まらない。
身体抑制が必要。気管チューブを噛む。

5 興奮 不安または軽度興奮。
起き上がろうとするが，注意すれば落ち着く。

4 平静で協力的 平静で覚醒しており，または容易に覚醒し，指示に従う。
3 鎮静状態 自然覚醒は困難。声がけや軽い揺さぶりで覚醒するが，放置すれば再び眠る。

簡単な指示に従う。
2 過度に鎮静 意思疎通はなく，指示に従わない。

自発的動きが認められることがある。目覚めていないが，移動してもよい。
1 覚醒不能 強い刺激にわずかに反応する，もしくは反応がない。

意思疎通はなく，指示に従わない。
（Riker�RR�171)から日本語訳についての許諾を得た布宮が日本語化。筆頭著者の承認済み）

4）鎮痛優先の鎮静
CQ14： 人工呼吸管理中の成人患者では，「鎮痛を優

先に行う鎮静法」と「催眠重視の鎮静法」のど
ちらを用いるべきか？

A14：人工呼吸管理中の成人患者では，鎮痛を優先に
行う鎮静法（analgesia-first� sedation）を行うことを提
案する（＋2B）。
解説：不穏の原因として痛みが高頻度に認められる。
無鎮静でモルヒネによる鎮痛を行うと，事故抜管や
VAPの頻度が増加することなく人工呼吸期間ならび
にICU入室期間が短縮する176) 。不穏を伴うせん妄は
より高頻度で生じると報告されたが，データは不十分
である176) 。また，鎮痛目的には短時間作用性オピオ
イドの使用が，神経学的評価を頻回に行えるという利
点があるが，オピオイドの種類による有用性の差は不
明である177),178) 。鎮痛優先の鎮静法では，オピオイ
ドの副作用（呼吸抑制，胃腸管運動抑制など）を考慮
する必要がある179) 。モルヒネは胃腸管運動を抑制し，
胃内容逆流の危険性を高める179) 。フェンタニルの
データは少ないが，用量依存性に腸管運動を抑制する
という報告がある180) 。一方，硬膜外局所麻酔薬投与
は腸管運動抑制が少ない181) 。また，鎮痛優先の鎮静
法では，看護師：患者＝1：1のような十分なICU管
理体制が必要かもしれない176) 。
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5）鎮静薬の選択
CQ15： 人工呼吸管理中の成人患者の鎮静には，ベン

ゾジアゼピン系鎮静薬よりも非ベンゾジアゼ
ピン系鎮静薬を使用すべきか？

A15：人工呼吸管理中の成人患者に鎮静薬を投与する
場合には，ベンゾジアゼピン系鎮静薬よりも非ベンゾ
ジアゼピン系鎮静薬を優先的に使用することを提案す
る（＋2C）。
解説：人工呼吸管理中の成人患者の鎮静にベンゾジア
ゼピン系薬を使用すると，非ベンゾジアゼピン系薬使
用時と比べて人工呼吸期間14),149) ,150)やICU入室期
間14),129),182)が有意に延長する。プロポフォールとミダ
ゾラムの比較試験のメタ解析では，人工呼吸期間がプ
ロポフォールでわずかに短かったが，ICU入室期間，
せん妄発生頻度，死亡率に差はなかった183) 。ミダゾ
ラムとデクスメデトミジンの比較では，4つの研究の
うち3件については人工呼吸期間に差はなかっ
た14),184) 。しかし4件のうち最大規模の研究（二重盲
検無作為化多国・多施設研究）150)においては，高用量
のデクスメデトミジン（0.2〜1.4μg/㎏/hr）は有意に
人工呼吸期間を短縮することが示された。また，せん
妄発生はミダゾラムが有意に多かった150) 。以上のよ
うに，人工呼吸管理中の成人患者に鎮静薬を投与する
場合には，プロポフォールやデクスメデトミジンのよ
うな非ベンゾジアゼピン系鎮静薬が，ミダゾラムのよ
うなベンゾジアゼピン系鎮静薬より患者アウトカムを
改善させる可能性があることから，ベンゾジアゼピン
系を第一選択とすることは避け，投与する場合も可能
な限り投与量を減らす必要があると考えられる。
CQ16： 人工呼吸管理中の成人患者の鎮静薬として，

デクスメデトミジンとプロポフォールはどち
らが有用か？

A16：人工呼吸管理中の成人患者の鎮静薬として，デ
クスメデトミジンとプロポフォールの優劣については
データが十分でないため，現時点では評価できない

（C）。
解説：人工呼吸管理中の成人患者の鎮静薬として，デ
クスメデトミジンとプロポフォールを比較した研究
149)では，人工呼吸期間，ICU入室期間，入院期間，
死亡率については両者に差はなかったが，デクスメデ
トミジンのほうが，不穏，せん妄の発症が少なく，意
思の疎通がより良く，痛み評価が容易であった。長期
人工呼吸管理において，浅〜中等度の鎮静深度を維持
するためにデクスメデトミジンは適しているが，時に
鎮静効果が不十分なことがある。

CQ17： 成人重症患者におけるベンゾジアゼピン系鎮
静薬の適応は何か？

A17：不穏の管理，強い不安，痙攣，アルコール・ベ
ンゾジアゼピン系薬離脱の治療ならびに深鎮静，健忘，
他の鎮静薬の減量が必要な時には有用である（C）。
解説：ICU患者の鎮静には，ベンゾジアゼピン系薬よ
りプロポフォールやデクスメデトミジンのほうが適し
ているが，不穏の管理，強い不安，痙攣，アルコール・
ベンゾジアゼピン離脱の治療ならびに深鎮静，健忘，
他の鎮静薬の減量が必要な時にはベンゾジアゼピン系
薬が重要である14),86) ,185) 。また，ミダゾラムはプロポ
フォールやデクスメデトミジンに比べて血圧低下が少
ないので，循環動態の不安定な患者に使用される場合
がある。

6）神経学的モニタリング
CQ18： 脳機能の客観的指標（聴覚誘発電位，BISな

ど）を，非昏睡，筋弛緩薬非投与患者の鎮静
深度を評価するために使用すべきか？　筋弛
緩薬投与下ではどうか？

A18：
①昏睡状態でなく，麻痺が認められない成人患者の

鎮静深度の評価を行う場合，脳機能の客観的指標は，
主観的鎮静スケールの代用としては不適当であり，鎮
静深度をモニタするための主要な方法としての使用は
推奨しない（－1B）。

②患者が筋弛緩薬を投与されており，主観的評価が
困難な場合は，主観的な鎮静深度評価の補助として客
観的指標を使用することを提案する（＋2B）。
解説：脳機能の客観的指標は，深い鎮静と浅い鎮静の
判別が可能なだけで，指標値と特定の鎮静スケールと
の間の相関は乏しい。また，指標値は筋電図のアーチ
ファクトにより影響を受ける186),187) 。
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Ⅲ．せん妄の管理

1）ICU患者のせん妄に関連した臨床的アウトカム
CQ19： 成人 ICU患者のせん妄に関連した臨床的ア

ウトカムはどうなるか？
A19：

①せん妄はICU患者の予後を増悪させる（A）。
②せん妄はICU入室期間や入院期間を延長させる

（A）。
③せん妄はICU退室後も続く認知機能障害に関連

する（B）。
解説：精神疾患の診断・統計マニュアル（Diagnostic�
and�Statistical�Manual� of�Mental�Disorders-Ⅳ-Text�
Revision，DSM-Ⅳ-TR）188)では，せん妄の診断基準
を，①注意を集中し，維持し，他に転じる能力の低下
を伴う意識障害，②認知の変化（記憶欠損，失見当識，
言語の障害など），またはすでに先行し，確定され，
または進行中の認知症ではうまく説明されない知覚障
害の発現，③その障害は短期間のうちに出現し（通常
数時間から数日），1日のうちで変動する傾向がある，
④病歴，身体診察，臨床検査所見から，その障害が一
般身体疾患の直接的な生理学的結果によって引き起こ
されたという証拠がある，と定めている。特徴的な症
状には，失見当識や知覚障害（錯覚，誤解，幻覚など），
思考錯乱，記憶障害，注意障害，精神活動性の増加ま
たは減少，情緒障害（不安，恐怖，怒りなど），判断
力の低下などが挙げられ，病因によっては振戦やミオ
クローヌス，筋トーヌス，自律神経系の活動性亢進（発
汗，頻脈，血圧上昇，瞳孔散大，顔面紅潮）が認めら
れる場合もある188) 。

ICU患者におけるせん妄は，他の重要臓器障害と同
様に急性発症する脳の機能障害，すなわち，多臓器障
害の一分症であり，その発症率は80％以上という報告
もある189) 。臨床的にも，せん妄患者は錯乱によるカ
テーテルやチューブ類の計画外抜去，傾眠や不活発に
よる看護援助への参加拒否などを示し，しばしば治療
の継続や回復を妨げる要因となるばかりでなく，せん
妄の発症はICU入室中，入院中，1ヵ月後，6ヵ月後，
12ヵ月後などさまざまな時点において，死亡率との有
意な関連が示されており190)〜195)，せん妄の持続期間
の延長は死亡のリスクを高め，1日あたり10％死亡の
リスクを上昇させるという報告もある191),192) 。さら
に，せん妄とICU入室期間または入院期間の延長につ
いても，多くの研究で有意な関連が報告されてい
る190),191) ,193)〜198) 。せん妄と認知機能障害との関連に
ついては，退院後3ヵ月，12ヵ月，ICU退室後18ヵ月に

おいてせん妄を発症した患者に認知機能の有意な低下
がみられ199)〜201)，せん妄の持続期間が長いほど退院
後3ヶ月と12ヵ月の認知機能は低かったという報告が
ある199),200) 。一方，心臓術後患者を対象とした最近の
研究では，術後6ヶ月に術前のMini-Mental� State�
Examination（MMSE）のレベルまで戻らなかった患
者の割合は，せん妄を発症した患者の方が有意に高い
が，術後12ヵ月では，有意差はなかったという報告が
ある202) 。PTSDとICU入室中のせん妄発症の有無に
有意な関連があったという報告は見当たらない203) 。
いずれにしても，ICU患者のせん妄発症は，予後不良
の独立危険因子であるという認識が重要である。
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2）せん妄の検出とモニタリング
CQ20： ICU患者は，ベッドサイドで客観的なせん妄

の評価ツールを使ってルーチンにモニタリン
グされるべきか？

A20：成人ICU患者のルーチンのせん妄モニタリン
グを推奨する（＋1B）。
解説：最近の論文においても，ICUにおけるせん妄患
者の臨床的アウトカムに関する報告は多くみられ，内
科系・外科系を問わずせん妄モニタリングの必要性を
否定する論文は見当たらなかった。せん妄は精神状態
の変動性を有するため，臨床において過小診断される
ことが多い204),205) 。せん妄は，①易刺激性，興奮・
錯乱や不穏，幻覚などの症状を示す過活動型（hyper-
active）せん妄，②注意の低下，不活発，不適切な会
話などの症状を示す低活動型（hypoactive）せん妄，
③両者の特徴を示す混合型（mixed）せん妄の3つの運
動性亜型（motoric� subtype）に分類される206)が，せ
ん妄スクリーニングツールを使用しない場合，せん妄
患者のICU入室期間の約75％でせん妄は見逃され，
特に低活動型せん妄に多いことが分かっている207) 。
CQ21： 内科系および外科系 ICUで，人工呼吸管理中

と非人工呼吸管理中の患者へのせん妄モニタ
リングで最も妥当性と信頼性の強いエビデン
スが得られているツールは何か？

A21：CAM- ICUと In tens i ve� Care� De l i r i um�
Screening�Checklist（ICDSC）は，ICU患者に最も妥
当性と信頼性のあるせん妄モニタリングツールであ
る（A）。
解説：最近の文献でもCAM-ICU（Table� 13）とICDSC

（Table� 14）以外の新たなICUせん妄モニタリング
ツール開発に関する報告は見当たらなかった。
CAM-ICUについては3件のメタアナリシス208)〜210)

により感度（75.5〜81％）と特異度（95.8〜98％）が確
認され，ICDSCは2件のメタアナリシス208),210)により
感度（74〜80.1％），特異度（74.6〜81.9％）が確認さ
れており，両者ともに優れたせん妄モニタリングツー
ルである。また，CAM-ICUとICDSCの一致率はκ＝
0.55〜0.80と の 報 告 が あ る211),212) 。 し か し，
CAM-ICUとICDSCの互換性については，重症度に影
響を受ける。非人工呼吸時よりも人工呼吸時で一致率
が低く，入院形態（内科系，緊急手術後，予定手術後）
での違いも指摘されている213) 。せん妄診断のゴール
ドスタンダードであるDiagnostic� and� Statistical�
Manual� of�Mental�Disorders（DSM）は，2013年に
DSM-5に改訂されたが，せん妄診断に関する内容の
変化はない204) 。また，CAM-ICU，ICDSCともに原

作者の許諾のもと和訳されている214)〜216) 。なお，
ICDSCに お い て は，4点 以 上 を せ ん 妄（clinical�
delirium），3〜1点を亜症候性せん妄（subsyndromal�
delirium），0点をせん妄なし（no� delirium）として分
類する場合がある194) 。
CQ22： 臨床現場でせん妄モニタリングのルーチン化

は可能か？
A22：成人ICU患者のせん妄モニタリングは臨床で
実践可能である（B）。
解説：前述のようにCAM-ICU，ICDSCともに原文で
の妥当性・信頼性は検証済みであるが，その妥当性が
限定的な状況によるものであることを示唆する報告が
増えている。CAM-ICUについては臨床看護師がルー
チン評価を行った場合の感度の低さを指摘する報
告217),218)や，そもそも特異度は高いが感度が低いこと
を指摘する報告219)，さらには感度よりも特異度が高
いために臨床診断（clinical�judgment）の代替法にはな
らないとする報告209)もある。また，鎮静深度の影響
を指摘し，RASS－3の患者にはCAM-ICUは評価に
適さないとする報告220)や，CAM-ICU，ICDSCとも
にRASS－2，－3の患者はせん妄と誤って判断され
やすいとする報告221)もある。CAM-ICUは任意の一
時点の状態評価を行うことでせん妄診断を行うのに対
して，ICDSCは過去24時間以内の状態評価を行うこ
とでせん妄診断を行うなど，せん妄診断方法の本質的
な違いがある。そのため，どのツールを選択するかは
各施設での臨床の現状を踏まえるとともに，ツールご
との限界を踏まえた上で使用するべきである。ま
た，せん妄モニタリングには看護師が適しているが，
ツール使用に関するトレーニングを行う必要があ
る222),223) 。
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Table 13　Confusion�Assessment�Method�for�the�Intensive�Care�Unit（CAM-ICU）�214)

1 ．急性発症または変動性の経過 ある なし
A ．基準線からの精神状態の急性変化の根拠があるか？
　　　　　または
B ．（異常な）行動が過去24時間の間に変動したか？　すなわち，移り変わる傾向があるか，あるいは鎮静スケール（例え
ばRASS），GCSまたは以前のせん妄評価の変動によって証明されるように，重症度が増減するか？
2 ．注意力欠如 ある なし
注意力スクリーニングテスト（ASE）の聴覚か視覚のパートでスコア8点未満により示されるように，患者は注意力を集中
させるのが困難だったか？
3 ．無秩序な思考 ある なし
4つの質問のうちの2つ以上の誤った答えおよび/または指示に従うことができないことによって証明されるように無秩序
あるいは首尾一貫しない思考の証拠があるか？
質問（交互のセットAとセットB）
セットA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セットB　　
1 ．石は水に浮くか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ．葉っぱは水に浮くか？
2 ．魚は海にいるか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 ．ゾウは海にいるか？
3 ．１グラムは，２グラムより重いか？　　　　　　　　　　3 ．２グラムは，１グラムより重いか？
4 ．釘を打つのにハンマーを使用してもよいか？　　　　　　4 ．木を切るのにハンマーを使用してもいいか？
指示
1 ．評価者は，患者の前で評価者自身の2本の指を上げて見せ，同じことをするよう指示する。
2．今度は評価者自身の2本の指を下げた後，患者にもう片方の手で同じこと（2本の指を上げること）をするよう指示する。
4 ．意識レベルの変化 ある なし
現在の意識レベルは清明以外の何か，例えば，用心深い，嗜眠性の，または昏迷であるか？（例えば評価時にRASSの0
以外である）
意識明瞭：自発的に十分に周囲を認識し，また，適切に対話する。
用心深い/緊張状態：過度の警戒。　
嗜眠性の：傾眠傾向であるが，容易に目覚めることができる，周囲のある要素には気付かない，あるいは自発的に適切に
聞き手と対話しない。または，軽く刺激すると十分に認識し，適切に対話する。
昏迷：強く刺激した時に不完全に目覚める。または，力強く，繰り返し刺激した時のみ目覚め，刺激が中断するや否や昏
迷患者は無反応の状態に戻る。
全体評価（所見1と所見2かつ所見３か所見４のいずれか） はい いいえ

CAM-ICUは，所見1＋所見2＋所見3または所見4を満たす場合にせん妄陽性と全体評価される。所見2：注意力欠如は，2種類の注意
力スクリーニングテスト（ASE）のいずれか一方で評価される214) 。
＜聴覚ASEの具体的評価方法＞
患者に「今から私があなたに10の一連の数字を読んで聞かせます。あなたが数字1を聞いた時は常に，私の手を握りしめることで示し
て下さい。」と説明し，たとえば「2・3・1・4・5・7・1・9・3・1」と，10の数字を通常の声のトーンと大きさ（ICUの雑音の中でも十分
に聞こえる大きさ）で，1数字1秒の速度で読み上げ，スコア8点未満の場合（1のときに手を握ると1点，1以外で握らない場合も1点）
は所見2陽性（注意力欠如がある）となる。
＜視覚ASEの具体的評価方法＞
視覚ASEに使用する絵は，Web上（http://www.icudelirium.org/delirium/monitoring.html）から無料でダウンロード可能である。
Packet�AとPacket�Bは，それぞれがひとくくりの組であり，いずれか一方を用いて評価する。
ステップ1：5枚の絵を見せる。
　�指示：次のことを患者に説明する。「_______さん，今から私があなたのよく知っているものの絵を見せます。何の絵を見たか尋ねる

ので，注意深く見て，各々の絵を記憶して下さい。」そしてPacket�AまたはPacket�B（繰り返し検査する場合は日替わりにする）のス
テップ1を見せる。ステップ1のPacket�AまたはBのどちらか5つの絵をそれぞれ3秒間見せる。

ステップ2：10枚の絵を見せる。
　�指示：次のことを患者に説明する。「今から私がいくつかの絵を見せます。そのいくつかは既にあなたが見たもので，いくつかは新

しいものです。前に見た絵であるかどうか，「はい」の場合には首をたてに振って（実際に示す），「いいえ」の場合には首を横に振っ
て（実際に示す）教えて下さい。」そこで，どちらか（Packet�AまたはBの先のステップ1で使った方のステップ2）の10の絵（5つは新
しく，5つは繰り返し）をそれぞれ3秒間見せる。

スコア：このテストは，ステップ2における正しい「はい」�または「いいえ」の答えの数をスコアとする。高齢患者への見え方を改善す
るために，絵を15�cm×25�cmの大きさにカラー印刷し，ラミネート加工する。眼鏡をかける患者の場合，視覚ASEを試みる時，彼／
彼女が眼鏡を掛けていることを確認しなさい。
ASE,�Attention�Screening�Examination;�GCS,�Glasgow�coma�scale;�RASS,�Richmond�Agitation-Sedation�Scale.
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Table 14　Intensive�Care�Delirium�Screening�Checklist（ICDSC）�216)

1 ．意識レベルの変化：
（A）反応がないか，（B）何らかの反応を得るために強い刺激を必要とする場合は評価を妨げる重篤な意識障害を
示す。もしほとんどの時間（A）昏睡あるいは（B）昏迷状態である場合，ダッシュ（-）を入力し，それ以上評価は
行わない。

（C）傾眠あるいは，反応までに軽度ないし中等度の刺激が必要な場合は意識レベルの変化を意味し，1点である。
（D）覚醒，あるいは容易に覚醒する睡眠状態は正常を意味し，0点である。
（E）過覚醒は意識レベルの異常と捉え，1点である。

0,�1

2 ．注意力欠如：
会話の理解や指示に従うことが困難。外からの刺激で容易に注意がそらされる。話題を変えることが困難。これ
らのいずれかがあれば1点。

0,�1

3 ．失見当識：
時間，場所，人物の明らかな誤認，これらのうちいずれかがあれば1点。

0,�1

4 ．幻覚，妄想，精神障害：
臨床症状として，幻覚あるいは幻覚から引き起こされていると思われる行動（例えば，空を掴むような動作）が明
らかにある，現実検討能力の総合的な悪化，これらのうちいずれかがあれば1点。

0,�1

5 ．精神運動的な興奮あるいは遅滞：
患者自身あるいはスタッフへの危険を予測するために追加の鎮静薬あるいは身体抑制が必要となるような過活動

（例えば，静脈ラインを抜く，スタッフをたたく），活動の低下，あるいは臨床上明らかな精神運動遅滞（遅くなる），
これらのうちいずれかがあれば1点。

0,�1

6 ．不適切な会話あるいは情緒：
不適切な，整理されていない，あるいは一貫性のない会話，出来事や状況にそぐわない感情の表出。これらのう
ちいずれかがあれば1点。

0,�1

7 ．睡眠・覚醒サイクルの障害：
4時間以下の睡眠。あるいは頻回な夜間覚醒（医療スタッフや大きな音で起きた場合の覚醒を含まない），ほとん
ど一日中眠っている，これらのうちいずれかがあれば1点。

0,�1

8 ．症状の変動：
上記の徴候あるいは症状が24時間のなかで変化する（例えば，その勤務帯から別の勤務帯で異なる）場合は1点。

0,�1

合計点が4点以上であればせん妄と評価する。

3）せん妄の危険因子
CQ23： 成人 ICU患者のせん妄発症に関連した患者

側の危険因子は何か？ 

A23：年齢，重症度，感染（敗血症），既存の認知症
の4つである（B）。
解説：ICU患者のせん妄発症を予測するモデル式のひ
とつに，複数のICUの3,000人以上のデータから作成
されたPRE-DELIRICモデルがある224) 。これはICU
せん妄の10の危険因子，すなわち年齢，重症度〔Acute�
Phys io logy� and� Chron ic� Hea l th� Eva luat ion

（APACHE）-Ⅱ〕スコア，入院形態（外科/内科/外傷
/神経・脳神経），昏睡，感染，代謝性アシドーシス，
鎮静薬やモルヒネの使用，尿素窒素濃度，入院様態で
構成されている。PRE-DELIRICモデルはICU入室24
時間以内に入手できる項目で構成されており，
receiver� operating� characteristic（ROC）曲線下面積

は0.87（95％信頼区間0.85〜0.89）と，そのせん妄予測
能は高かった。せん妄の発症に関連した患者側の危険
要因として重症度は重要である190),225) 。年齢に関し
ては，そうでないという報告もあるが190),226)，低活動
型せん妄の関連因子とするものもある227) 。敗血症が
ICUせん妄の危険因子という報告もある228) 。既存の
認知症がICUせん妄の危険因子とする報告が2つあ
る225),226) 。�
CQ24： 成人 ICU患者のせん妄発症に関連した ICU

の治療関連因子（オピオイドやベンゾジアゼ
ピン系，プロポフォールやデクスメデトミジ
ンなど）は何か？

A24：ベンゾジアゼピン系鎮静薬とオピオイドは成人
ICU患者のせん妄発症に関連したICUの治療関連因子
である（B）。
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解説：前出のPRE-DELIRICモデル224)におけるせん
妄発症の危険因子のうち，鎮静薬の使用，モルヒネの
使用は治療関連因子である。ベンゾジアゼピン系鎮静
薬とオピオイドの使用はせん妄の危険因子と報告され
ている190),225) 。24時間以上人工呼吸された外傷患者
の前向き観察研究の結果，せん妄移行への独立危険因
子はミダゾラムの使用であった229) 。内科系ICUの高
齢者のせん妄発症の解析からも，ベンゾジアゼピン系
鎮静薬またはオピオイドの使用がせん妄日数の延長に
関連していた225) 。心臓術後ICUからの報告でもベン
ゾジアゼピン系鎮静薬の使用がせん妄発症の危険因子
であった230) 。
CQ25： 昏睡は ICU患者のせん妄発症の危険因子で

あるか？
A25：すべての昏睡がICU患者のせん妄発症の危険
因子とは言えない（B）。
解説：昏睡は，①医学的昏睡（低酸素脳症など），②
誘発性昏睡（鎮静薬による薬剤性昏睡，深い鎮静の関
与など），③多因子昏睡（医学的昏睡＋誘発性昏睡）の
3つに分類され190)，RASSでは－5または－4の状態
である。昏睡とせん妄の両者を合わせて急性脳機能不
全と呼ぶが，RASSが－3から－4に変化した場合，
意識レベルの低下とせん妄から昏睡への変化（急性脳
機能不全の病態変化）の両方が考えられる231) 。
PRE-DELIRICモデルをはじめ，せん妄発症の危険因
子は患者要因と医原性要因を混合して議論されてきた
が，最近，この2つを分ける考えが出始めている。鎮
静薬が原因の薬剤性せん妄と病態そのものから生じて
いる非薬剤性せん妄に分けた場合，非薬剤性せん妄を
発症したICU患者の方が薬剤性せん妄の発症または
せん妄を発症しなかった患者より有意に1年生存率が
低かったと報告された232) 。また，昏睡には，血中の
フェンタニル濃度とミダゾラム濃度の高値が関与して
いたが，せん妄には関与していなかった233) 。せん妄
にはインターロイキン（IL）-6などの炎症性サイトカ
インによって惹起される炎症反応が深く関わってお
り，誘発性昏睡（昏睡の一部）とせん妄は発生機序的
関連がないのかもしれない233) 。ただし，せん妄との
関連が疑問視されるからといって深い鎮静を容認する
ものではない。また，昏睡を誘発性昏睡とそれ以外に
明確に区別することは困難である。現時点では，でき
る限り浅い鎮静を行うべきである。

4）せん妄の予防
CQ26： ICUにおいて，非薬物的せん妄対策プロトコ

ルはせん妄の発症や期間を減少させるために
使用すべきか？ 

A26：
①せん妄の発症と持続期間を減らすために，可能な

場合はいつでも早期離床を促すことを推奨する（＋
1B）。

②鎮静薬の必要量と患者の不安を減らすために，可
能な場合はいつでも音楽を使った介入を行うことを提
案する（＋2C）。
解説：早期離床の介入研究では，せん妄発症率の低下，
過鎮静の減少，ICU入室期間および入院期間の有意な
短縮が示されている157)（CQ32，33参照）。

音楽を使った介入については，5施設12のICUで行
われた人工呼吸器装着患者を対象としたRCTがあ
る234) 。楽曲として楽器で演奏されたリラックスでき
る音楽を用意し，患者が好みの曲を選び，それをもと
に音楽セラピストが専用のツールを用いて適正に修正
している。患者は，周囲の雑音を減らし音楽だけを聴
くことができるようヘッドホンを使い，不安を感じる
時やリラックスしたい時，音楽を聴きたいと思った時
など，少なくとも1日2回，自発的に音楽を聴いた結果，
介入群の方が対照群よりも不安の強さ，鎮静薬の投与
量と投与頻度が有意に減少したと報告されている。ま
た，バッハやベートーベン，ブラームス，ショパンな
どのゆったりとした音楽を使った人工呼吸器装着患者
を対象とした無作為化クロスオーバー試験では，バイ
タルサインに変化は見られなかったが，介入群の方が
鎮静深度を変えることなくオピオイドの必要量が有意
に減少し，adrenocorticotropic� hormone/コルチゾー
ル比の有意な上昇やコルチゾールとプロラクチンの血
中濃度の有意な減少，コルチゾール反応者における血
中メチオニン－エンケファリン含有量の逆相関が認め
られている235) 。ほかに，介入群，非介入群それぞれ5
名とサンプルサイズは小さいが，モーツァルトのピア
ノソナタを使った介入研究では，鎮静薬の必要量減少，
血中IL-6およびエピネフリンの減少，成長ホルモンの
増加が認められている236) 。日本では医療現場に音楽
セラピストが存在しないため，これらの方法をそのま
ま導入することは困難と考えられる。音楽を使った介
入の効果に影響すると推察される楽曲の種類や音質，
雑音を減らし効果的に音楽を聴くための器材の選択な
どを医療スタッフ間で吟味する必要がある。

その他の非薬理学的介入については，ICUの環境整
備（窓の位置，壁の色，光，雑音など）によってせん妄
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持続期間が短縮したという報告237)や，入眠時の耳栓
の使用がせん妄または錯乱のリスクを減少させたとい
う報告がある238) 。

睡眠の質を向上させるための多角的な介入（夜間は
光を最小化，テレビを消す，処置を日中にまとめて行
う，日中はサーカディアンリズムと夜間の睡眠維持の
ために窓のブラインドを開ける，過度の昼寝を予防す
る，早期離床を促す，眠前のカフェイン摂取量を最小
限にするなどの非薬理学的介と，ベンゾジアゼピンや
オピオイドなどのルーチン使用を制限した独自のプロ
トコルに沿った鎮静）を評価した研究では，睡眠の質
に変化は認められなかったが，せん妄や昏睡の発症率
は有意に減少し，ICU入室中のせん妄あるいは昏睡で
ない日数（せん妄フリー日数，昏睡フリー日数）は有意
に増加したと報告されている239) 。これら非薬理学的
介入の有効性の根拠を得るには，さらに大きなサンプ
ルサイズで質のよい調査が必要である。しかし，音楽
を使った介入と同様に，その介入が患者にとって有害
とは考えられない場合は，大規模研究の結果を待たず
に日常的な援助として取り入れることを考慮してもよ
い。
CQ27： ICUにおいて，せん妄の発症や期間を減少さ

せるために，薬理学的せん妄予防プロトコル
を使用すべきか？ 

A27：せん妄の発症や期間を減少させるために，ICU
で薬理学的せん妄予防プロトコルを使用すべきとはい
えない（データ不足）（0，C）。
解説：ICUで痛み・不穏・せん妄のモニタを行い，こ
れらをプロトコル化し，その施行前後で転帰を比較し
た研究がある240) 。施行後は誘発性昏睡が減少したが，
せん妄は減少しなかった。ICDSCの1〜3点である亜
症候性せん妄は減少した。
CQ28： ICU患者のせん妄発症を防止するために，ハ

ロペリドールや非定型抗精神病薬の予防投与
を行うべきか？

A28：
①非定型的抗精神病薬の予防投与は行わないことを

提案する（－2C）。
②ハロペリドール投与がICU患者のせん妄発症を

予防するとは言えない（0，C）。
解説：ICUにおけるせん妄予防のためのハロペリドー
ルや非定型抗精神病薬の使用に関する研究報告は少な
い。人工呼吸患者を無作為にハロペリドール，ジプラ
シドン，プラセボに割り付け，6時間ごとに14日間投
与した結果，3群間にせん妄フリー日数，人工呼吸器
フリー日数，入院期間，死亡率のすべてに有意差はな

かった241) 。一方，1日投与量を3�mg以下とした少量
のハロペリドール予防投与の報告が2つある。心臓を
除く腹部・胸部手術後の高齢患者を対象に，ハロペリ
ドール0.5�mgをボーラス投与後0.1�mg/hrで12時間
維持した報告では，7日以内のせん妄発症率は，プラ
セボ群で23.2％，ハロペリドール群で15.3％と有意差
を認めた242) 。また，PRE-DELIRICモデルでせん妄
予測50％以上，認知症・アルコール依存症の病歴の
あるハイリスク患者を対象に，8時間ごとに1�mg（80
歳以上には0.5�mg）をICU入室後24時間まで静脈内
投与した報告では，施行前に比べ有意にせん妄の発症
は減少，せん妄フリー日数は延長した243) 。
CQ29： ICU患者のせん妄を防止するためにデクスメ

デトミジンを予防的に使用すべきか？
A29：わが国で承認された投与量でデクスメデトミジ
ンをICU患者のせん妄予防目的に使用すべきかにつ
いては不明である（0，C）。
解説：鎮静薬の種類の違いによるICUせん妄の予防
効果を比較検討した二重盲検RCTが2つある。1つは
ベンゾジアゼピン系ロラゼパム（日本では注射薬未発
売）とデクスメデトミジンの比較244)，もう1つはミダ
ゾラムとデクスメデトミジンを比較したものであ
る150) 。α2受容体アゴニストのデクスメデトミジンは
従来の鎮静薬（GABA受容体アゴニスト）と異なる利
点を有していることからせん妄予防効果が期待された
が，デクスメデトミジンはロラゼパムと比較してせん
妄フリー日数については有意差が得られなかっ
た244) 。一方，ミダゾラムとの比較では，せん妄の発
症率がデクスメデトミジンで54％，ミダゾラムで
77％とデクスメデトミジンで有意に少なかった150) 。
同様の鎮静薬の比較研究はヨーロッパでも行われ，プ
ロポフォールとの比較では，デクスメデトミジンで有
意にせん妄の発症が減少した149) 。しかし，いずれの
研究でもデクスメデトミジン投与量が1.4μg/kg/hrと
日本では未承認の高用量まで使用していることから，
わが国承認の範囲内でデクスメデトミジンにより他の
鎮静薬に優る効果が得られるかは不明である。
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5）せん妄の治療
CQ30： 成人 ICU患者のせん妄期間を短縮する有効

な薬物治療はあるか？
A30：成人ICU患者のせん妄期間を短縮する有効な
薬物治療に関するデータは少ない（0，C）。
解説：非定型抗精神病薬とコリンエステラーゼ阻害薬
の使用報告がある。コリン系の伝達障害はせん妄発症
に重要な役割を持つと考えられている。心臓術後の高
齢者に経口でコリンエステラーゼ阻害薬のリバスチグ
ミンを短期間予防的に投与することでせん妄の発症を
減少させるか検証したが，リバスチグミンはせん妄の
予防効果を示さなかった245) 。また，ハロペリドール
が必要なICUせん妄患者（ICDSC≧4，経腸栄養可能）
にプラセボまたはクエチアピンを計画投与し，クエチ
アピンの効果と安全性を比較検討した小規模な臨床試
験246)では，クエチアピンは最初のせん妄の消失まで
の時間，せん妄の持続時間，不穏の時間が有意にプラ
セボより短かったが，統計学的検出力は明らかに不十
分で，明確な結論を導くには至っていない。
CQ31： 人工呼吸管理中の成人 ICU患者で，せん妄に

対して鎮静薬の持続静注投与が必要である場
合，せん妄の期間を短縮させるためにベンゾ
ジアゼピン系よりデクスメデトミジンのほう
が望ましいか？ 

A31：人工呼吸管理中の成人ICU患者で，せん妄に対
して鎮静薬の持続静注投与が必要である場合，せん妄
の期間を短縮させるためにわが国で承認された投与量
でのデクスメデトミジンが，ベンゾジアゼピン系鎮静
薬より望ましいかは不明である（0，C）。
解説：海外で行われたデクスメデトミジンの臨床研究
はわが国での承認許容量0.7μg/kg/hrの2倍まで使用
されている149),150),244) 。一方，後方視的研究であるが，
デクスメデトミジン0.6μg/kg/hrまでの使用で，心臓
手術後24時間未満の投与でデクスメデトミジンが死
亡率，せん妄を含む合併症を有意に減少させる報告が
1つ発表された247) 。しかし，この研究ではせん妄の
診断に検証されたツールを用いておらず，低活動型せ
ん妄を検出していないと考えられる。

【付記】せん妄に関する日本語文献のまとめ
海外に比べるとアルコール多飲に関連したICUせ

ん妄の報告は少ない。しかし，工藤らの報告248)は日
本人のアルコール多飲とICUせん妄の関連を述べて
いる点で特筆すべきである。単施設前向き観察研究で，
1日アルコール摂取量25� g以上の患者はせん妄を発症
しやすいことが判明した。今後の多施設研究あるいは
臨床研究での取り上げるべき因子と思われる。

その他，近年，わが国から発表された論文の多くに
重大な問題点があることを指摘する。1つ目は，せん
妄と不穏を混同して用いている点である。著者らが

「せん妄」と示している状態が実は「不穏」も含んでい
る249),250)，あるいは「せん妄」，「不穏」，「興奮状態」を
並記し，これらを1つの関連病態として取り上げたも
のもある251) 。2つ目は，せん妄を定義する際に過活
動型せん妄のみを捉えている点である。ルート類の自
己抜去，幻視，幻聴，つじつまの合わないことをしゃ
べるなどの陽性所見のみをもってせん妄と診断してい
るもの252),253)，またはICU医師が精神科医師にコンサ
ルトしてきた患者を対象としているものもある254) 。
以上の2点の問題は，そもそもICUせん妄の診断をあ
いまいなままに許容してきたことに起因している。今
後のICUせん妄の診断には，検証されたツールを用い
るか，診断に精神科医が立ち会うなどの一定の条件が
必要である。

看護学領域においてもCAM-ICUやICDSCなどク
リティカルケア領域での検証がなされたツールを用い
た論文は見当たらず，概して「せん妄」と「不穏」の混
同や，せん妄の評価を一般的な臨床徴候だけでなく，
過活動型せん妄の特徴的な興奮や安静保持困難，カ
テーテル類の自己抜去といった安全管理・診療管理上
の問題に関連しやすい症状を基準にしているという問
題がある255)〜257) 。看護師のせん妄に対する認識やケ
アの実施状況に関する報告はあるが，検証されたツー
ルを用いて評価する重要性に言及した論文は見当たら
ない258)〜260) 。また，せん妄の発症・誘発要因に関す
る論文が多く，石光ら256)はせん妄を前駆症状から評
価するツールの開発に取り組んでいることから，看護
学領域においては診断よりもせん妄の徴候を捉える感
度の高い，あるいは，せん妄のリスク評価が可能なツー
ルが求められていると推察する。しかし，早期発見の
ためのツールの開発やケア効果の検証という課題を達
成するには，今後，看護研究においても，ICUせん妄
に対して検証されたツールを用いるか，診断に精神科
医が立ち会うなどの一定の条件が必要である。
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Ⅳ．早期離床を目指した ICUでの
リハビリテーション

CQ32： ICUにおいて，せん妄の発現抑制あるいは期
間短縮を目的に早期リハビリテーション介入
を行うべきか？

A32：せん妄の発症や期間を減少させるために早期か
らのリハビリテーション介入を推奨する（＋1B）。
解説：せん妄の発現頻度や期間を減少させるために，
遂行可能であれば早期からの積極的な離床（座位，立
位，歩行練習など）や四肢や体幹の運動（早期離床と
運動を総称してearly�mobilizationという）を中心とし
たリハビリテーションを実施することが推奨される。
Early�mobilizationの積極的適用は，ICU患者におい
てせん妄の発症や期間の減少，日常生活活動（activ-
ities� of� daily� living，ADL）の早期獲得，さらには人
工呼吸フリー日数の増加，ICU入室期間および入院期
間の短縮，医療費の軽削減に有用であることが示され
ている156),157) 。これは鎮静プロトコルに基づき，不
必要な鎮静薬投与を減らすことで患者の覚醒と体動お
よび離床が促進された結果，せん妄患者の割合が減少
したという好循環によるものである。

このような早期リハビリテーションは，せん妄の予
防や管理の観点にとどまらず，長期安静臥床による重
症患者の廃用症候群やICU-acquired�weakness

（ICU-AW）の予防と速やかな対応，ADLの早期獲得
を図ることで，患者の長期的身体機能予後を改善させ
るためにも重要である。

早期リハビリテーションの安全性に関して，有害事
象は1〜16％ 261),262)と報告されている（Table� 15）。
これらのほとんどは身体運動に伴う生理学的変化とし
て予測できる範疇の事象であり，いずれも特別な処置
を要さなかったとされている。したがって，ICUにお
ける早期離床および運動療法の安全性は比較的高いと
考えられるが，実際の運用にあたってはモニタリング
や環境整備，転倒・転落予防や急変時の対応などに十
分な注意を払う必要がある。

Early�mobilizationを中心とした身体機能に対する
アプローチに加えて，認知機能に対する介入も試みら
れている268),269) 。しかし，これらの報告では早期認知
機能回復療法として見当識，記憶および注意に関する
トレーニングをearly�mobilizationと併用して実施す
るプログラムの遂行性と安全性は良好であったもの
の，認知機能や健康関連quality�of�life（QOL）は3ヵ月
後のフォローアップでは介入群の優位性は示されな
かった。対象者の選別，トレーニングの頻度などの課

題が残されている。
CQ33： ICUにおいて早期リハビリテーション介入を

安全かつ効果的に進めるためにはどうしたら
よいか？

A33：早期リハビリテーション介入は，すべてのICU
患者（特に人工呼吸管理の長期化が予想される患者）
に適応があり，全身状態の安定が得られたら速やかに
早期離床および運動療法（early�mobilization）を開始
することを推奨する（＋1B）。ベッド上での四肢の他
動運動から自動運動へ，受動座位から端座位，立位，
可能であれば歩行へと進める。
解説：早期リハビリテーション介入の主体は離床と運
動療法であり，その主たる目的はせん妄の発症や期間
の減少，およびICU-AWの予防である。さらに，運
動機能の維持改善によるADLの早期再獲得と自立，
それによって良好な経過で患者をICUから退室させ
ることを目指す。

ICUにおける重症患者を対象とした早期リハビリ
テーションの介入手段は，他動運動と自動（能動）運動
に大別でき，中等度から深い鎮静下（RASS－3〜－4）
や意識障害の合併例では前者を，覚醒あるいは軽度の
鎮静状態（理想的にはRASS� 0〜－1，ただし＋1およ
び－2でも適用不可能ではない）では後者を適用する。
他動運動では，患者の四肢（可能であれば頸部や体幹）
の関節を他動的に動かし（関節可動域，range� of�
motion,� ROM練習），骨格筋を十分に伸張することで
不動に伴う骨格筋や軟部組織の短縮化や関節拘縮を予
防する。自動運動には四肢および体幹の自発的および
抵抗運動（骨格筋の収縮に対して抵抗を加えることで
収縮強度を高め筋力の増強を期待する，いわゆる筋力
トレーニング），さらには座位保持，起立・立位，足踏
み，（車）椅子への移乗や歩行も含まれる157),270) 。い
わゆるmobilizationとはこのような自動運動の総称を
意味している。患者が能動的に動く，または筋力トレー
ニングを行うことで筋力低下予防や増強，基本動作の
獲得を図る。このような早期リハビリテーションを進
めていく上で，適切な鎮痛のもとで鎮静を最小限にし
なければ，自動運動による介入を行うことは不可能で
ある。

自動運動は神経学的評価も兼ねて，四肢の筋力や関
節可動性を評価することから開始する。実施の際には，
モニタ所見や自覚症状，患者の努力や協力度などの反
応を評価する。離床は端座位，起立・立位保持，さら
には足踏み練習へと進める。座位，立位では血圧低下
や頻脈，SpO2低下など呼吸循環動態へ影響が出現し
やすくなるとともに，ラインやチューブの抜去，さら
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Table 15　ICUにおける早期リハビリテーションの安全性に関するサマリー

報告者 対象 有害事象

Bailey,�2007�261) 4日間以上の人工呼吸管理を
要した呼吸不全患者103例

1,449�回のセッションで実施中の有害事象は14イベント（＜1％）
で，膝折れによる転倒（5イベント），SpO2低下＜80％（3），�sBP�
＜90�mmHg（4），�sBP＞�200�mmHg（1），NG� tube抜去（1）。全
体として重篤な悪影響が生じたものはなかった。

Morris,�2008�263) 人工呼吸管理を要した急性呼
吸不全患者330例

介入群135例のうち116例（80％）で入院期間中，638のPTセッ
ションを受けた。全体として重篤な悪影響が生じたものはなかっ
た。

Burtin,�2009�264) 最低7日間以上のICU在室が
予測される重症患者90例

合計425�サイクリングセッションのうち，重篤な有害事象は認
めず。16セッション（＜4％）で�SpO2低下＜90％�または高血圧
のために中止。介入群の脱落者は3例で内訳はアキレス腱断裂

（1），循環呼吸状態不安定（2）。
Schweickert,�2009�158) ICUにて人工呼吸管理が行わ

れ入院前の生活が自立してい
た患者104例

498回のPT/�OT�セッションのうちSpO2低下＜80％（1％），橈
骨動脈ライン抜去（1），�19セッション（4）で治療の中断を認め，
その原因のほとんどが人工呼吸器との非同調の問題。全体とし
て重篤な悪影響が生じたものはなかった。

Pohlman,�2010�262) ICUにて早期からの理学・作
業療法を受けた人工呼吸患者
49例

PT/�OT�セッションの中断理由はSpO2低下＞5％（6％），心拍
数上昇（4），人工呼吸器との非同調（4），�不穏・不快感（2），接続
機器の外れ（＜1）。全体として重篤な悪影響が生じたものはな
かった。

Needham,�2010�157) 4日間以上の人工呼吸管理を
要した呼吸不全患者57例

介入プログラム施行前は�210�PT/�OT�治療セッションで有害事
象なし，施行中は�810�セッションで4件（直腸，経管栄養チュー
ブのずれ）。全体として重篤な悪影響が生じたものはなかった。

Garzon-Serrano,�
2011�265)�

外科系ICUに入室する連続す
る重症例63例

いずれも有害事象は認めなかった。

Damluji,�2013�266) 内科系ICUで早期リハビリ
テーション介入を行った101
例

253回の介入セッション（合計210� ICU� days，立位または歩行
23％，座位27％，仰臥位でのサイクルエルゴメータ12％，ベッ
ド上運動38％）でカテーテルに関連する有害事象は0％（静脈カ
テーテルにおいて95％ CIの上限2.1％）。

Camargo�Pires-Neto,�
2013�267)

人工呼吸管理中の呼吸不全患
者19例

他動的サイクルエルゴメータ20分間の実施中の臨床的有意な有
害事象なし。軽微な影響は頻呼吸など2例のみで，いずれも循環
動態には影響せず。

NG�tube（nasogastoric�tube，経鼻胃管），PT（physical�therapy，理学療法），OT（occupational�therapy，作業療法）。

にはベッドからの転落や転倒などの有害事象の発生防
止に注意する。加えて，多くのスタッフによるサポー
トが必要である。リハビリテーション介入のステップ
アップに関するコンセンサスは確立されておらず，前
述の反応に加えて動作の安定性や実施後の全身状態へ
の影響なども加味しながら個々の患者の状態にあわせ
て進めているのが実状である。
CQ34： ICUにおいて早期リハビリテーション介入を

安全かつ効果的に進めるために，リハビリ 

テーション専門職種の積極的関与が必要か？
A34：早期リハビリテーション介入を安全かつ効果的
に進めるためには，ICUにおいてもリハビリテーショ
ン専門職種である理学療法士（physical� therapist，

PT），作業療法士（occupational� therapist,� OT）の積
極的関与が必要である（B）。
解説：リハビリテーションにはさまざまな治療介入手
段があり，運動療法および温熱や電気刺激などの物理
療法を中心として歩行などの基本的動作能力の改善や
運動機能の向上を図る理学療法，作業活動を通じて日
常生活動作（食事，排泄，整容，更衣など）の獲得や
自立を促すとともに精神心理・認知障害の評価や介入
を行う作業療法，言語・聴覚および摂食・嚥下機能の
改善を目指す言語聴覚療法などによって構成され，患
者の障害特性に応じて上記を組み合わせた包括的アプ
ローチが行われる。これらの治療介入手段を実施する
専門職種をそれぞれ，PT，OT，言語聴覚士（speech-
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language-hearing�therapist,�ST）という。
ICUにおける早期リハビリテーションを安全かつ効

果的に進めていくためには，�PTやOTなどのリハビ
リテーション専門職種の積極的関与は必要不可欠であ
り，チーム医療として推進すべきである157),158) 。さら
に，最近ではICU関連摂食・嚥下障害についても注目
されており，�STによる介入の必要性も示されてい
る271) 。

PT，OT，STがICUにおけるリハビリテーションを
安全かつ効果的に進めるためには患者の病態や管理に
精通することが求められ，その能力を高めるための知
識や技術の獲得と向上が必要である。しかし，わが国
のICUにおいて，どの程度PT，OT，STが日常的かつ
専門的に関与しているかは明らかになっていない。
ICUにおける早期リハビリテーション介入が比較的新
しい領域であることを考えると，未だ多くの施設で
PT，OT，STがICUでの介入に関わっておらず，患者
管理に慣れていないことが推察される。したがって，
その関与を高めるためには，リハビリテーションス
タッフの教育が重要かつ不可欠であり，マニュアル作
成や具体的な臨床トレーニングプログラムの確立が急
務である。また，リハビリテーション処方の促進，リ
ハビリテーション医やPTおよびOTのカンファレン
ス参加などを通してリハビリテーション部門との連携
強化を図るべきである。

一方，PT，OT，STの介入を得ることが困難な施設
では，どのようなリハビリテーション介入（誰が，何
を）が望ましいのかという検討も必要である。

Ⅴ．実践を促すための対策と睡眠コントロール
および非挿管患者への対応

1）ガイドラインの実践を促すための対策と教育
CQ35： 痛み・不穏・せん妄をコントロールするため

のプロトコルは有効か？
A35：患者アウトカムを改善するため，ガイドライン
に沿ったプロトコルを各施設で作成し遵守することを
推奨する（＋1B）。
解説：プロトコルを導入し実践した場合の有用性につ
いては，近年多くの報告がある240),272)〜276) 。例えば
プロトコル導入前後を比較して，Brattebøら272)やDe�
Jongheら273)は人工呼吸期間やICU入室期間の短縮
を，またQuenotら275)はそれに加えてVAPも減少す
ることを示した。またSkrobikら240)はせん妄の発症
率 に 差 は な い が，30日 死 亡 率 が 有 意 に 減 少

（29.4→22.9％，log-rank� test，P＝0.009）したと報告
した。しかしこれらはいずれも観察研究による前後比
較であり，同じ頃オーストラリアで行われたRCTで
は有意差が認められていない277),278) 。

一方プロトコルの内容も以前と比較して徐々に変化
している。初期は鎮静薬中心の「催眠優先の鎮静」で
あったが，痛みの管理の重要性が示されて以来「鎮痛
優先の鎮静」が増加し279)，最近では結果として浅めの
鎮静管理につながっている。またこのようなプロトコ
ルを用いた鎮痛・鎮静管理は患者の満足度を高めると
ともに，医療者にも受け入れられやすい管理方法とい
える280) 。しかし米国でさえガイドラインに準拠した
鎮痛・鎮静プロトコルを導入・実践しているICUは
60％程度であり133)，特に鎮痛管理はまだ十分とはい
えず281),282)，プロトコルの実践は容易ではない。

プロトコルの作成に当たっては，本ガイドラインに
準拠した内容を盛り込むことが求められる。特に痛み
のコントロールと鎮静深度評価を取り入れた浅い鎮静
がポイントであり，痛みがあることを前提にした

“pre-emptive� analgesia”や毎日の鎮静中断，スタッフ
間で目標とする鎮静深度を共有することなども含まれ
る。目標とする鎮痛レベルについては，本ガイドライ
ンで示した痛みレベルの上限を超えないよう，各施設
でプロトコルに示すことが望ましい。また継続的なせ
ん妄のモニタリングと予防策も重要である。新しいプ
ロトコルの最も大きな目標は「過鎮静」の回避であ
り282)，開眼，目を合わせる，握手，舌出し，つま先を
動かすなどの簡単な従命動作への反応をみれば「うと
うとしているが覚醒している」といった適切な鎮静状
態が判断できる。このレベルであれば，痛みや不安，
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呼吸困難，せん妄などの評価がいつでも可能で，リハ
ビリテーションも行いやすい。特にせん妄に対するハ
ロペリドールの有用性に疑問が呈され，「早期離床

（early�mobilization）」と「運動療法（exercise）」が現
在最も有望なせん妄対策となっていることから，これ
らをプロトコルに取り入れることでICU退室後や退
院後のADLの向上，生活の自立，QOLの向上といっ
た長期的患者アウトカムの改善が期待できる156),157) 。
CQ36： ガイドラインやプロトコルを教育的・効果的

に運用するために有用な取り組み方は？
A36：

①多職種（医師，看護師，薬剤師，理学療法士，臨床
工学技士など）によるチームを作り，スタッフへの教
育・啓発，環境整備，患者の病状評価やプロトコルの
運用状況などについて多面的に取り組むことを推奨す
る（＋1C）。

②ガイドラインやプロトコルが示す複数のケアをま
とめた「バンドル」を導入・継続し，チェックリストな
どを用いて実施率を高めることを提案する（＋2B）。
解説：鎮痛・鎮静プロトコルを実際にどのように導入
し，継続するかは大きな課題といえる。プロトコルの
作成方法やスタッフ教育，コンプライアンスの評価な
ど，運用上予想される問題点は多い。また新しい取り
組みに対しては，しばしば抵抗感を示すスタッフが存
在し，経験年数の高い看護師ほどプロトコルによる標
準的なケアを好まない，という報告がある283) 。しか
し一度プロトコルが導入されれば，ベッドサイドにお
いて患者の評価やプロトコルの進め方に関する各職種
の役割が明確化し，患者ケアに関わるスタッフ間のコ
ミュニケーションが増えることにつながる。このよう
な多職種によるチームアプローチはそれぞれの専門性
を活かした介入が可能で，効率のよい教育システムや
質の高い鎮痛・鎮静管理を提供できると考えられ
る11),284) 。最近の報告でも，ICUの鎮痛・鎮静管理に
お い て チ ー ム に よ る 質 改 善 の 取 り 組 み“4Es”

（engage；参加，educate；教育，execute；実行，
evaluate；評価）を行うと，それ以前と比較して有意
に鎮痛・鎮静薬の投与量が減少し，軽めの鎮静が増え，
患者がせん妄なく覚醒している期間が増加することが
示されている285) 。一方，高機能なチームを運用する
ためには，チームリーダーのリーダーシップや，スタッ
フ間を取り持つコーディネーターの存在，目的の共有
や人材の育成，定期的な目標の達成度の評価などが必
要とされる286)〜290) 。チームワークを高めるためのコ
ミュニケーションスキルも重要な要素であり，具体的
な方法として米国では「Team�Strategies� and�Tools�

to� Enhance� Performance� and� Patient� Safety（Team�
STEPPS）」と呼ばれる医療の質・安全を高めるチー
ム作りの方策が紹介され291)〜293)，わが国でも導入が
始まっている。

近年，ある目標を達成するため複数の方策を同時に
行い，その効果を高めるという「バンドル（束）アプ
ローチ」が広まり，有用とする報告も多くみられる。
ICU領域でも，VAPバンドル294)〜298)やせん妄対策の
ABCDEバンドル299),300)などが行われている。2013�
PAD�guidelines14)では，プロトコル推進のサポートの
ため『PAD�care�bundle』を紹介している。『PAD�care�
bundle』は，ケア内容を①pain，②agitation，③
deliriumの3つの分野に分け，それぞれに“assess（評
価）”，“treat（治療）”，“prevent（予防）”の3つの側面
を持たせている（Table� 16）。たとえば痛みに対する
評価としては，各勤務帯で4回以上に加え随時評価し，
痛みの評価はNRSやBPSまたはCPOTを用いる，と
いうように示される。このように評価する回数や時間，
目標とするスケールの点数が具体的に示されているこ
とが，このバンドルの特徴といえる。『PAD� care�
bundle』の有用性については今後の検討が必要だが，
ベスト・プラクティスと考えて導入し，慣れてきたら
アウトカムの評価も行いつつ“チェックリスト”など
を用いてバンドルのコンプライアンスを上げるように
継続していくとよいだろう。
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Table 16　PADケアバンドル（文献14より一部改変）

痛み 不穏 せん妄

評価 各勤務帯ごと4回以上＋随時
評価ツール
・NRS
・BPS
・CPOT
疼痛大：NRS≥4,�BPS>5,�CPOT≥3

各勤務帯ごと4回以上＋随時
評価ツール
・RASS�
・SAS
・脳機能モニター（筋弛緩薬中）
評価
・不穏：RASS�＋1〜＋4,�SAS�5〜7
・覚醒（安静）：RASS�0,�SAS�4
・浅い鎮静：RASS�－1〜－2,�SAS�3
・�深い鎮静：RASS�－3〜－5,� SAS� 1
〜2

各勤務帯ごと＋随時
評価ツール
・CAM-ICU
・ICDSC
せん妄あり
・CAM-ICU陽性
・ICDSC≥4

治療 30分以内に治療し再評価
・非薬物治療とリラクゼーション
・薬物治療
－�オピオイド静注＋/－非オピオイ

ド鎮痛薬（非神経因性疼痛）
－ガバペンチンorカルバマゼピン
　＋/－オピオイド（神経因性疼痛）
－硬膜外鎮痛（胸部外傷・腹部術後）

目標鎮静レベルor毎日の鎮静中止（不
穏なく従命OK）：
RASS�－2〜0,�SAS�3〜4
・鎮静浅い：痛み評価・治療→鎮静薬
（ベンゾジアゼピン以外，アルコー
ル依存ではベンゾ考慮）

・鎮静深い：適正レベルまで鎮静薬中
断，再開は50％量より

・適宜鎮痛
・患者へのオリエンテーション
（眼鏡や補聴器を）

・薬物治療
　－ベンゾジアゼピン薬を避ける
　－リバスチグミンを避ける
　－�QT延長リスクあれば抗精神

薬を避ける
予防 ・処置前に鎮痛＋/－非薬物治療

・鎮痛優先（その後鎮静）
・毎日SBT，早期離床と運動（適切な

鎮静レベル，禁忌なし）
・せん妄リスク（認知症，高血圧，

アルコール依存，重症度，昏睡，
ベンゾジアゼピン投与中）

・ベンゾジアゼピンを避ける
・早期離床と運動療法
・睡眠コントロール
・抗精神薬の再投与

BPS,� Behavioral� Pain� Scale;� CAM-ICU,� Confusion�Assessment�Method� for� the� Intensive� Care�Unit;� CPOT,� Critical-Care� Pain�
Observation�Tool;� ICDSC,� Intensive� Care�Delirium� Screening�Checklist;� NRS,�Numeric� Rating� Scale;� RASS,� Richmond�Agitation�
Sedation�Scale;�SAS,�Sedation�Agitation�Scale;�SBT,�Spontaneous�Breathing�Trial.

2）ICU患者における睡眠コントロール
CQ37： ICUにおいて患者の睡眠リズムを維持・改善

するための方法は？
A37：照明や音を調節し，積極的にケアを日中に集中
させるなど，夜間の睡眠環境を整える多角的な取り組
みを推奨する（＋1C）。
解説：ICUでの睡眠障害が患者のQOLやアウトカム
の悪化，特にせん妄発症と関連があることは以前より
指摘され301)，これまでも睡眠環境の改善や薬物によ
る睡眠コントロールが検討されてきた302) 。しかし睡
眠の改善をもたらす確実な方法は未だに見つかってい
ない。一方，耳栓による環境音の遮断については，有
意に睡眠の質を改善するという報告が散見さ
れ238),303)，試みてもよい。同時にこれらの報告はICU
の音環境がいかに不良であるかを示しており，騒音対
策の重要性が示唆される。

一般に睡眠障害を訴える患者に対し，わが国では睡

眠導入剤の投与が日常的に行われているが，これらの
薬剤は多くがベンゾジアゼピン系薬であり，本来の睡
眠サイクルを改善することは難しい。むしろせん妄や
薬物依存などを誘発して，睡眠サイクルを悪化させる
可能性もある。以上の理由から，睡眠障害の改善には，
薬物よりもICUスタッフによる音や照明の調節，ケア
や処置の時間を考慮するといった睡眠環境の整備が推
奨される。近年，睡眠の質を向上させるための薬物的・
非薬物的対策をまとめて行う多角的な介入が，ICU入
室中のせん妄フリー日数または昏睡フリー日数を有意
に増加させたとする報告がみられ239)，睡眠サイクル
の改善が予後の改善につながる可能性が示されてい
る。
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3）非挿管患者（NPPV含む）における鎮痛・鎮静戦略
CQ38： 非挿管患者（NPPVを含む）において鎮痛・

鎮静を行うべきか？
A38：

①痛みを有する非挿管患者では，痛みのレベルを評
価し適切な対策を行うことを推奨する（＋1B）。

②非挿管患者に対する鎮痛・鎮静薬のルーチン使用
を推奨する根拠はない（0，No�Evidence）。

③非挿管患者において持続的な鎮静を行う場合は，
十分なモニタリングと鎮静深度の評価を行い，必要最
低限の鎮静深度と鎮静時間に留めることを提案する

（＋2B）。
解説：ICUにおいては，非挿管患者でも手術や処置，
外傷などにより痛みを有する，または痛みが増強する
場合が多くみられ，適切な対応を行わないと患者に大
きなストレスを与え，予後の悪化やPTSDなどに繋が
る可能性がある304)〜306) 。従って痛みを有するまたは
増強することが想定される症例では，挿管患者と同様
に鎮痛対策を行うことが強く推奨される。一般に非挿
管患者では会話によるコミュニケーションが可能であ
り，痛みの質や強さを患者から聞き取り，NRSや
VASで評価する。そして，その評価に応じて適切な
鎮痛薬・投与方法・投与量を判断し，鎮痛を行う。一
方，背景疾患や鎮静薬の使用による意識レベルの低下
などで，患者が痛みについて適切に訴えることができ
ない場合は，挿管患者と同様に医療者が客観的に評価
する必要がある307),308) 。この場合の評価ツールとし
ては，BPSやCPOTを用いる。

非挿管患者においても，ICUでの治療に必要な安静
の維持，内視鏡やカテーテルによる処置時の苦痛の軽
減，また持続的血液濾過透析や経皮的心肺補助療法と
いった治療の継続などを目的に，鎮痛・鎮静薬を用い
た鎮静管理が必要な場合がある。たとえばNPPV中の
鎮静薬使用に関する国際的なアンケート調査では，
85％の医師が鎮静薬の，また94％が鎮痛薬の使用経験
があると回答し，鎮静薬ではロラゼパムやミダゾラム
などのベンゾジアゼピン系薬が，鎮痛薬ではモルヒネ
が多く用いられており，NPPVの継続を目的に鎮静管
理がしばしば行われていることが明らかとなっ
た309) 。また近年NPPV中にデクスメデトミジンを用
いて鎮静管理を行うと，NPPVの受け入れが改善して
成功率が上がり，肺炎の併発も少ないという結果が小
規模な観察研究やRCTで報告された310),311) 。

しかし非挿管患者に持続的な鎮静を行うと，呼吸抑
制や循環抑制，窒息，誤嚥などを合併しやすい場合も
あることが以前から示されている110),312) ,313) 。これに

対し，米国麻酔科学会は2002年に非挿管患者におけ
る処置時の鎮静のガイドラインを発表して，必要な準
備と注意事項を示している314) 。その中には，気道を
含めた患者の鎮静前評価，鎮静中の鎮静深度の評価，
心電図や血圧，SpO2などのモニタリングを継続して
行うこと，スタッフトレーニング，緊急対応機材の準
備などが記されている。さらに2011年にはモニタリ
ング機器にカプノメータの使用が加えられた315) 。

ICUにおいては日頃より十分なモニタリングとト
レーニングされたスタッフの配置が行われており，鎮
静に伴うリスクを最小限に抑えることができると思わ
れるが，高齢や重症度が高い，気道確保困難といった
患者側の要因や深い鎮静深度が必要とされる場合など
は合併症のリスクも高くなり，非挿管患者に対して
ルーチンに鎮痛・鎮静薬を使用することは推奨されな
い。一方，鎮静管理が必要な場合は，モニタリングを
十分に行うと同時に繰り返し鎮静深度の評価を行い，
鎮静が深くなりすぎないよう鎮静深度を調節するとと
もに，その期間は最小限に留めることが望ましい。鎮
静深度の評価には，挿管患者と同様RASSやSASを用
いることができる。
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4）重症患者に対する身体抑制
CQ39： 人工呼吸管理中などの成人重症患者に対し

て，身体抑制を行うべきか？
A39：身体抑制は，その代替策が患者を危険に陥れる
ことなく用いることができない場合にのみ施行すべき
であり，ルーチンに用いてはならない（－1C）。
解説：集中治療を必要とする患者は，過大侵襲の暴露
などにより重度の急性臓器機能障害に陥っており，高
度の医療介入なしには生命が維持できない。そのため
種々の医療器材が装着されて身体の自由が損なわれ，
意思の伝達も制限される状況にある場合が多い。その
ような状況下での不穏・せん妄の発生は，気管チュー
ブや気管切開カニューレ，中心静脈ライン，観血的動
脈ラインなどのライン類，各種ドレーン類などの誤抜
去や，術創部の汚染，あるいは経皮的心肺補助装置や
大動脈内バルーンパンピング，持続的血液浄化装置な
ど，生命維持に欠かせない医療器械の誤作動を引き起
こすなど，さまざまな事故が発生しやすく，時には致
命的な結果につながることもある。このような偶発的
事故から患者を守ることは医療者の責務であり，その
ためには，不穏・せん妄の発生を未然に防ぐ努力が必
要であるが，同時に，不穏・せん妄を発症した患者に
対する迅速かつ適切な対処も必要である。

このような偶発的事故から患者を守る方法の一つと
して，種々の身体抑制がある。しかし，近年の世界的
な人権意識の高まりの中で，医療においても「患者の
人権を最大限尊重する」意識は，あらゆる医療施設で
も基本理念に挙げられる最重要項目となっており，一
般的には身体抑制は，非人道的行為として非難される
傾向にあり316)，一部の国では原則禁止としてい
る317),318) 。

例えば看護スタッフの不足，あるいは夜間などで管
理が行き届かないことを理由に患者をベッドに縛りつ
けるといった医療者側の都合によって行う身体抑制は
非難されて当然であろう。しかし，患者の人権を尊重
した上で，なおかつ身体抑制が結果的には患者の利益
につながるような場合の是非には議論が残る。せん妄
が原因で患者本人から治療に対する同意が得られない
場合や，患者に自傷行為もしくは偶発的損傷の危険が
ある場合，さらに，医療者側に危害がおよぶ恐れがあ
る場合などは，家族などの代諾者に十分な説明を行っ
た上で抑制を行うこともやむを得ない。一般に身体抑
制は，自傷行為から患者を守り治療継続のため必要と
される場合には正当化される傾向がある319)ものの，
身体抑制で治療中断が防止できたことを証明した研究
はない。すなわち，身体抑制は科学的根拠に基づいて

おらず，その効果も証明されていない。したがってそ
の施行に当たってはインフォームドコンセントを欠か
すことはできない320) 。

ただし，このような状況においても時間的な余裕が
ある場合は，まずはせん妄状態に陥った患者の背景を
見直すことが必要である。これまでの経過や環境に見
直すべき点があればその改善を優先し，薬剤による改
善が期待できればその効果を確認することなどが推奨
される。それでもなお，患者の安全が守られない場合
は，身体抑制という「最後の手段」を行うことになる
が，ちなみに米国集中治療医学会による身体抑制のガ
イドライン321)では，「身体抑制継続の是非は8時間ご
とに見直されるべきで，継続の根拠およびその指示は，
毎日診療録に記載されなければならない」とされてい
る。施設外の第三者を加えた倫理委員会などで承認さ
れた「身体抑制に関わる指針」を施設ごとに策定し，定
期的に見直しが図られることが望ましい。具体的な身
体抑制の方法については，日本集中治療医学会看護部
会が作成した「ICUにおける身体拘束（抑制）のガイド
ライン�〜全国調査を基に〜」322)を参照のこと。

なお，一般的に身体抑制には，物理的抑制（physical�
restraint）と薬物的抑制（chemical� restraint）があり，
不穏・せん妄患者に対する鎮静薬の使用は，広い意味
では身体抑制（薬物的抑制）に含まれる行為であ
る317) 。しかし，本ガイドラインではわが国での現状
に鑑み，身体抑制を物理的な抑制を意味するものとし，
鎮静・鎮痛とは区別して解説した。

おわりに

前述の通り，本ガイドラインの目的は，重症患者管
理に携わるわが国のすべての医療者が，患者の痛み，
不穏，せん妄をより総合的に管理できるよう支援する
ことであり，規定的あるいは絶対的なものではない。
本ガイドラインは個々の患者のニーズや各施設で利用
可能な医療資源の状況に応じて活用されるべきもので
あり，この内容に合致しない治療選択を妨げるもので
はなく，また，医療訴訟の資料として利用されること
も適切ではないことを附記する。

本稿のすべての著者には規定されたCOIはない。
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